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（午前１０時００分 開 議） 
〇議長（鎌田恒彰君） これより、本日の会議を開

きます。 
                       
〇議長（鎌田恒彰君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 
 会議録署名議員は、会議規則第78条の規定により、

議長において、４番宍戸忠君、６番北市勲君を指名

いたします。 
                       
〇議長（鎌田恒彰君） 日程第２ 諸般の報告であ

ります。 
 事務局長をして報告いたさせます。 
〇議会事務局長（大橋一君） 報告いたします。 
 本日の議事日程につきましては、第２号のとおり

であります。 
 次に、議員の出欠席の状況でありますが、本日は

全員出席であります。 
 以上で報告を終わります。 
                       
〇議長（鎌田恒彰君） 日程第３ 昨日に引き続き

一般質問を行います。 
 順次発言を許します。 
 質問順序２、１、市立赤平総合病院の今後の課題

について、２、評価制度について、３、救急救命対

策について、４、薬物乱用の防止対策について、５、

「黎明の像」の今後のあり方について、６、鳥獣害

駆除対策について、議席番号２番、若山武信君。 
〇２番（若山武信君） 〔登壇〕 通告に基づき、

質問を行いますので、ご答弁のほどよろしくお願い

いたします。 
 大綱１、市立赤平総合病院の今後の課題について、

①、今後退職する医師の事後対策について、補充の

見通し、対応のめどについてであります。８月26日

開催の第６回これからの市立赤平総合病院のあり方

を考える検討会議、この中で病院長より９月末で内

科医師が退職されるとの話がありました。私たち議

員は所管の委員会などで事前に報告されておりまし

たが、市民にとっては大きなショックだったと思い

ます。その後外科医も同じく９月末で退職とのこと

であります。５月に内科医がやめることは予算審議

の段階で理解していたことでありますが、この時期

に２人の医師がやめることは想定外で、今後病院の

再建計画に大きく影響するものと思われます。現在

の診療体制でも過重労働なのに、夜間診療も含め、

今の体制が維持できるのでしょうか。医師補充の見

通し、対応のめどについてどのように考えられてい

るのかお尋ねいたします。また、今後このようなこ

とが生じたとしたら、根本的に病院の経営、維持が

難しくなってくると思いますが、いかがでしょうか。 
 ②、医師、看護師の待遇改善についてであります。

私は、３月定例会の質問にて医師確保の環境整備の

ために住宅環境の整備や事務的作業の軽減を図るた

めのクラーク制度導入についての意見を述べました。

６月定例会で住宅整備についての予算審議を可決、

最近工事に取りかかりましたが、そのやさき、この

時期に２人の医師がやめることで私も大きなショッ

クを受けております。これは、同僚議員の皆さんも

同じ思いだと思います。これからの市立赤平総合病

院のあり方を考える検討会議の中で医師の待遇改善

についての論議がありました。医師の給与を引き上

げる論議であります。かなり強硬な話もございまし

た。この１年間の財政事情の見通しには少し明るい

兆しが見えてきたようでありますが、医師の確保対

策が実現しなければ、先の見通しは決して明るくは

ならないとの思いからであります。赤平市再建のた

めに職員全員が頑張っているときに医療関係者だけ

の待遇が改善されることはいかばかりかと思われも

しますが、病院の再建なくして当市の再建はあり得

ないと思われます。医師が次から次へと退職してい

きますと、ますますの過重労働に追い込まれていき

ます。医師給与の引き上げは財源確保の面で難しい

と思われますが、私はせめて医師の特別勤務手当や

看護師の特殊手当などは引き上げてもよいのではと

考えております。職員給与が30％もカットされてい

る現在、その復元も早い時期になってほしいと願っ
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ておりますが、病院企業会計での努力により手当を

引き上げられるものであれば検討していただきたい

と思いますし、このたびの補正予算の内容を見ると

きに５億円の予備費が計上されておりますが、一般

会計からの繰り出しも考慮に入れながら、この一部

を運用することでこの問題に対応できるのではない

かと思っております。手当だけですと、それほど大

きな額にはならないと思われます。医師、看護師の

確保が難しい中、現在在籍中の医師、看護師の定着

化対策を優先させるべきであるともまた私は思って

おります。幸いにして研修医の皆さんは当市に対し

て好意的な考え方を持っているようでありますが、

最も大切な人間関係熟成のための環境づくり、医師

の負担軽減を図るための事務補助制度導入等の職場

での環境づくり、快適な生活のための住環境の整備

に加え、給与面での待遇改善も必要かと思うわけで

ございます。これらの環境整備により総合的な判断

で当市への定着がふえてくれればと願うところであ

ります。医師、看護師の待遇改善について考え方を

お聞かせください。 
 ③、民間医療機関による病床の活用についてであ

ります。この部分は、前日の同僚議員の質問と内容

が同じと思われますので、違う部分の答弁だけで結

構だと思います。市立病院の平成20年度の病床数は

一般病棟120床、療養病棟60床の計180床で運営され

ておりますが、現状は一般病棟において120床まで

の利用がないとのことであります。聞くところによ

りますと、年間平均106床程度ということでござい

ます。これらの病床活用のために民間医療機関との

共同利用が有効的と思われます。市内には数カ所の

医院がありますが、医院にはそれなりに固定した患

者がおり、重病になると、市内外の病院に紹介され

ているわけでありますが、市内の医院に市立病院の

病床を利用させ、医院の医師が患者を診察し、夜間

は病院の医師が容体を管理することで患者も安心で

き、また他市の病院へ行くのも減らすことができる

と思います。病院にもそれなりの収入となるわけで

ありまして、お互いにメリットがありますし、毎日

見舞いに行く家族にとってもできるだけ近いほうが

よいわけであります。現在奈井江町の国保病院でも

このことを検討しているかに聞いております。私は、

病院問題の検討委員会でもこれらについての意見を

述べてまいりましたが、今後に向けて他医療機関と

の病床共同利用の検討は病床利用率向上のためにも

必要だと思っています。考え方があれば、お聞かせ

ください。 
 ④、ＰＲ活動とその成果についてであります。昨

年はリクルート大使を起用しての医師確保活動、こ

としはパンフレットを作成し、ここにパンフレット

がございますが、何種類かのパンフレットを出して

おります。その中に私たちの病院で働きませんか、

赤平市の医療を救ってください、先生のお力が必要

ですなどの内容で訴えておられますし、また市立赤

平総合病院視察ツアー３日間などの企画もこのよう

になっておりますが、これらについて大々的に当市

の病院の紹介と医師確保についてのＰＲ活動等を行

っております。このパンフレットは構成から印刷ま

でのすべてを自前での作成と伺っており、ここまで

の取り組みをされておられるスタッフの皆さんの努

力を大いに評価するところでございます。このパン

フレット作戦、どのような方法で、どこまでの地域

まで広げて配布しているのか、これらについてお尋

ねいたします。取り組みが始まったばかりだとも聞

いておりますが、今現在までの反響や成果等につい

て、またリクルート大使のその後の経過についても

お知らせいただければと存じます。 
 大綱２、評価制度について、①、導入時期と考え

方についてであります。日本経済もバブル崩壊後は

長期にわたり低迷し、少子高齢化時代の到来ととも

に、国は慢性的な財政難に陥り、各自治体を取り巻

く経済情勢は年々悪化してまいりました。各自治体

の今までの無駄を省き、自立を求める政策に転換、

行政機関が行う政策の評価に関する法律をつくり、

各自治体の政策に対して評価を下し、交付金の調整

対象としたところでございます。と同時に、各自治

体に対し、評価制度の導入に向けた指導が始まりま
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した。行政評価導入の目的は、１、成果、結果とい

うことでありますが、成果志向の行政運営の実現、

２つ目としては限られた資源、人、物、金、時間、

これらのめり張りある配分、そして３つ目には行政

運営の透明性と説明責任の確保であります。このこ

とから全国の自治体で行政評価制度が取り入れられ、

１つには行政活動に無駄な部分はないのか、２つ目

には行政活動は費用に見合うだけの効果を出してい

るのかといった観点から行政活動を見直す取り組み

が始まったわけであります。当市におきましては、

平成18年策定のあかびらスクラムプランの中で既に

施策として取り上げられており、昨年12月の住民説

明会の中でも行政評価については今後に向けて取り

組んでいく旨の市長答弁があったことから、市民の

中には早急に取り組まれ、20年度の施策の中に出て

くるものと期待していた人もいると聞いております。

当市は、現在財政再生団体回避のため血のにじむよ

うな努力を続けておりますが、この経過について市

民への説明も必要ですし、情報の共有も必要であり

ます。ただ、このことについては既に広報にて周知

されていることでございます。現市政のもとでは幅

広く情報公開をしておりますし、庁舎内の意見も十

分取り入れているようなので、安心しておりますが、

さらに評価制度を取り入れることで機会ごとに市民

からの幅広い意見、チェックを取り入れることがで

きると思われますし、情報も共有できます。そのこ

とによりでき上がった政策、施策に議会で十分な論

議を加えることで私たち議員としての任務も、責任

も果たせることではないかと思っております。この

評価制度の導入について時期なども含め、どのよう

に考えているのかお尋ねいたします。 
 大綱３、救急救命対策についてであります。①、

ＡＥＤの設置箇所拡大と取り扱い者養成の拡充につ

いてであります。この件についても昨日の同僚議員

の質問と同じと思われますので、違う点だけの答弁

で結構だと思います。先月私の町内で不幸がありま

して、参列したわけでございますが、焼香中にお年

寄りが突然倒れ、意識を失いました。救急車への連

絡はとりましたが、倒れた人への対応をどうしたら

よいのかわからない人が多い中で遺族の身内の中に

経験者らしき人がおり、ＡＥＤ、自動体外式除細動

器があるかどうかを聞いておりました。葬斎場には

設置されておらず、その人は手なれた感じで頸動脈

にさわり、すぐに心臓マッサージとともに、人工呼

吸を始めました。救急車の中はもちろんのこと、病

院に着いてからも数名の医師により治療が行われま

したが、残念ながら命は戻りませんでした。私は、

あの場所にＡＥＤがあったら、どうだったのかなと

思いました。このことから多くの人が集まる葬斎場

のようなところに、また類似箇所にはぜひＡＥＤの

設置が必要なのではないかと思ったわけでございま

す。ことし小中学校への予算化がなされ、ＡＥＤが

設置されたわけでございますが、また民間の会社の

中にも一部設置しているところもありますが、高齢

化社会の中でこれからはもっと設置箇所をふやして

いかなければと思います。リースですと、それほど

高くはないと思いますし、5,000円程度と聞いてお

りますが、行政として普及のための指導は必要では

ないかと思っております。ちなみに、当該葬斎場へ

は責任者の方にＡＥＤ設置についてのお願いをして

まいりました。社内でも検討してみるとの前向きな

回答がございました。市役所にも毎日多くの市民が

訪れますし、万が一のことを考えるときに、この本

庁舎にも設置の必要があると思われます。また、総

合体育館に１台あるわけですけれども、もう一台設

置し、団体競技などの際に貸し出しすることもこれ

からは必要になってくるのではないのでしょうか。

検討すべきであると思います。また、設置の指導と

ともに、それを取り扱う人たちの養成が必要であり

ます。せっかく設置しても、それを使用できる人が

少なければ、何にもなりません。そのためには、数

多くの場所で講習を行い、実技指導や訓練が必要で

あります。早くどこでも、だれでもが大切な命を救

えるようになってほしいものであります。ＡＥＤの

普及と取り扱い者の養成についてお尋ねいたします。 
 大綱４、薬物乱用の防止対策について、①、青少
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年への指導強化についてであります。ここに１冊の

小冊子がございます。こういうものでございますが、

この中に「お父さん、お母さん「うちの子に限って

…」は危険です！」という見出しになっており、サ

ブタイトルは「薬物乱用防止は、あなたが主役」と、

このようになっております。これは、全国高等学校

ＰＴＡ連合会で作成したものでございます。今世界

的に薬物乱用が指摘され、国内でも新聞やテレビを

にぎわしております。最近では、大相撲の幕内力士

が大麻の吸引と所持で逮捕され、相撲協会を解雇さ

れました。大麻だけでなく、いろいろな薬物が私た

ちの周りに出回っているようでございます。大きく

は大麻、覚せい剤、ＭＤＭＡ、コカイン、アヘン、

ヘロイン、有機溶剤、幻覚剤、違法ドラッグ等に大

別され、その種別の中にまたたくさんの種類がある

のであります。このいろいろな薬物は、成人だけで

なく、子供たちまでが乱用し始め、社会問題になっ

ているわけでございます。高校生、中学生、小学校

の高学年まで広がっているようでございます。巧み

な誘い文句、巧妙な密売手口、手の届く価格で最近

は子供たちの小遣いで買える価格になっているとの

ことでございます。現在インターネットの普及は目

覚ましく、また携帯電話の携行が低年齢化し、これ

らを使用することでいつでも簡単に親の目の届かな

いところで薬物が手に入るわけでございます。薬物

乱用がもたらす心身及び社会に与える悪影響は大き

く、犯罪や事故に結びつき、みずからの命までをも

絶ってしまうわけでございます。薬物乱用は、都会

に多く見受けられるとのことでございますが、最近

では地方にまで広がってきているとのことでありま

す。特に夏休みなどで都会と地方の交流が比較的多

いときに乱用の機会が多いとのことでございます。

赤平においては警察だけでなく、ライオンズクラブ

が中心となって、高校や中学校などで啓発活動を行

っているというふうに聞いております。その中には

同僚議員もおり、ことしは仮装盆踊りにても薬物乱

用の防止を市民に訴えておりました。本当にご苦労

さまでした。赤平での薬害汚染はまだないと私は思

っておりますが、実態はどのようになっているので

しょうか。また、防止対策はどのように取り組まれ

ているのでしょうか、お尋ねいたします。 
 大綱５、黎明の像の今後のあり方についてであり

ます。今赤平公園の上のほうに黎明の像が建ってお

りますが、このことについて質問いたします。先月

８月８日、赤平商工会議所、赤平地区連合、農民団

体などで構成する平和赤平市民会議主催の黎明の像

安全平和祈願祭が行われました。例年ですと、雨天

の日を除いては公園の黎明の像の前で行われるわけ

でございますが、ことしは赤平神社で行われました。

公園の上までの道路整備も大変なので、そのように

なったのだと思っております。この黎明の像は、戦

前の炭鉱労働で犠牲となった外国人を奉った等身大

の慰霊碑でもあります。戦前石炭の増産体制の中で

多くの外国人が徴用され、捕虜も含め、坑内労働に

従事、過酷な労働と坑内事故により多くの犠牲者が

出ました。家族と引き離され、再び故国の地を踏む

こともなく、死んでいった人たちを悼み、昭和41年

８月に当時の市長であり、平和市民会議会長の遠藤

勝太郎氏のもとに建立され、資金は市はもとより多

くの市民の浄財で賄われました。戦後の炭鉱事故の

犠牲者も今合祀されており、その後あらゆる労働災

害による殉職者が合祀されております。そして、毎

年遺族が集まり、安全平和祈願祭が行われているわ

けでございます。ことしも１人の殉職者が合祀され

ました。人口の減少と車社会の中で最近は赤平公園

に来る人も少なく、公園管理も以前のようにはでき

なくなり、上にあったあずまやも老朽化で取り壊さ

れ、現在は植栽さえ行われております。このままで

推移しますと、公園は荒れ、黎明の像は世間から忘

れ去られます。今赤平炭鉱の立坑周辺を炭鉱遺産と

する動きがありますが、この黎明の像こそ炭鉱まち

赤平の歴史遺産であり、炭鉱遺産でございます。財

政事情の悪い中、今すぐの話にはならないと思われ

ますが、この黎明の像を公園の上からおろし、でき

るだけ人の目に触れ、赤平の歴史の大切な部分を多

くの市民に語り継いでほしいものであります。黎明
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の像移設についての考え方があれば、お尋ねいたし

ます。 
 大綱６、鳥獣害駆除対策について、①、農業被害

とその対策についてでございます。毎年道内各地に

おいて有害鳥獣による農業被害の報道がされており

ます。当市は例年シカ、アライグマ、キツネ、アオ

サギなどによる食害があるわけでありますが、こと

しは特にシカとアライグマによる被害が多いとのこ

とであります。シカは春から頻繁に出没し、作物の

味を覚えて、稲にまで食害があり、アライグマも繁

殖率が高く、行動範囲を広げ、収穫間近のスイカ、

トウモロコシなどをねらって、毎日のように被害に

遭う農家も多く、昨年度から始まった環境保全事業

にも取り入れた中で対策をされているようでござい

ますが、当市における最近の実態とその対策につい

てお伺いいたします。毎年ヒグマの目撃情報があり、

先日も住吉町の山近くの水田でクマ出没との報道が

あったばかりでありますが、ことしは雪解けが早か

ったものの、５月の霜、６月のひょうなどにより山

での食べ物となるヤマブドウや木の実のなりが少な

いと言われ、今後も秋から冬眠までの間人里までお

りてくる可能性も十分あると考えるとき、人的事故

も考えた事故予防対策を強固にしなければならない

と考えます。その対策についてお伺いいたします。 
 ②、エキノコックスへの対応についてでございま

す。最近市街地や住宅街にもキツネの姿を多く見か

けるようになりました。そして、以前と比べて人を

恐れず、人なれしてきたそうであります。そこで、

心配なのはエキノコックス感染であり、以前はエキ

ノコックス症に対する予防策が市民に周知されてい

たところでありますが、今日人なれ、人との接触も

考えられたとき、生ごみ類の管理やえづけをしない

など基本的なことも含め、市民への対策がぜひ必要

と思いますが、お伺いいたします。今後も野生動物

がふえ、農業者や一般市民に影響を与えることが予

想されるとき、現状の対応策では限度があるかと考

えられます。農水省が今年度から始めた鳥獣害防止

総合対策事業とあわせて、ことし２月に鳥獣被害防

止特別措置法という法律が施行されました。対策事

業による防護さくや捕獲わななどの設置に対し、半

額の助成があり、残りの半額には特措法による交付

税の拡充措置があり、８割が特別交付税として返還

されます。よって、地元負担は１割となる事業の内

容であり、当市の実情に合うかどうか検討の余地が

あるかと考えております。この点についてもお伺い

いたします。 
 以上、質問を終わります。 
〇議長（鎌田恒彰君） 斉藤病院事務長。 
〇市立赤平総合病院事務長（斉藤幸英君） 大綱１、

市立赤平総合病院の今後の課題について、①、今後

退職する医師の事後対策、補充の見通し、対応のめ

どについてお答えいたします。 
 ９月末で内科及び外科医師各１名が退職予定とな

り、札幌医科大学医局からの後任医師の派遣はあり

ません。第１内科及び第１外科から週１回の夜間救

急及び翌日午前の外来診療及び手術応援を受け、さ

らには江別市立病院総合内科より隔週金曜日の午前

外来診療の医師派遣を受けることが決まっておりま

す。また、３月まで当院で研修をしていた医師が８

月20日より内科医として勤務をしており、医師の充

足率は70％以上を確保できる見込みで、収益につき

ましてもほぼ予定額を確保していけるものと見込ん

でおります。常勤医師確保につきましては厳しい状

況にありますが、今年度実施しております医師住宅

改築を含め、今後も医師の勤務環境の整備を進める

とともに、研修医につきましても研修終了後も残っ

てもらえるよう条件整備を行ってまいります。さら

に、大学医局への要請だけではなく、市と一体とな

ってのＰＲ活動の実施や民間リクルート機関を活用

して、一名でも多く医師が確保できるよう今後も努

力を続けてまいります。 
 次に、②、医師、看護師の待遇改善についてお答

えいたします。現在医師を除くすべての医療職にお

きましても給与の削減を実施しておりますが、人材

確保並びに職員の労働意欲の向上のためには、一日

も早い給与削減の回復を行う必要があるものと思っ
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ております。そのためには、病院経営を健全化させ

なければならず、引き続き自助努力を続けなければ

ならないものと認識をしております。なお、今回の

補正後の予備費につきましても確かに約５億7,000

万円ということになっておりますが、この数字をも

ってもいまだ連結実質赤字比率見込みといたしまし

ては早期健全化団体に位置するものであり、財政健

全化計画が義務づけられ、国や道の指導を仰がなけ

ればならない状況であり、原油価格の高騰や特別交

付税などの不確定要素によって今後も予断を許す状

況にはないこと、さらに公立病院改革プランは単年

度収支均衡を図ることが前提であり、本プランを国

に承認していただかなければ、公立病院特例債の発

行が認められないわけであります。なお、医師につ

きましては、平成19年４月に給与改善を行っており、

現在道内自治体の中間位置の給与水準になっており

ます。医師確保に向けた取り組みの一つとしまして

は、さらなる給与改善は理解するところであります

が、これまでも改善に努力してきており、引き続き

財政状況を見ながら検討してまいりたいと考えてお

ります。前段でも述べましたが、今年度医師住宅の

改修を行っており、また小さな子を持つ看護師等が

保育所利用に支障がないよう８月から病棟の３交代

勤務開始時間をそれぞれ30分の繰り下げを実施して

おり、職員が安心して医療に従事できるよう今後も

環境整備を進めてまいります。また、事務補助制度

の活用についてでありますが、診療報酬の改定の中

で新たに制度ができたものでありますが、医療に関

する知識を必要とし、さらに業務が医師の事務補助

に限定されていることから、当院の規模では人員確

保が困難なため、まだ採用には至っておりません。

しかしながら、医師の負担を軽減することは必要と

判断しており、現在医事係事務職員により医師の指

示に基づき、診断書等の作成時の補助を行い、負担

軽減を図っているところであります。 
 次に、③、民間医療機関による病床の活用につい

てお答えいたします。これからの市立赤平総合病院

のあり方を考える検討会議におきましても検討事項

になっておりますが、導入により患者にメリットが

あることや病床利用率の向上も見込まれることから、

今後医師会並びに開業医と十分協議し、施設基準等

を精査した中で導入に向けた検討をしてまいりたい

と考えております。 
 次に、④、ＰＲ活動とその成果についてお答えい

たします。院内に医師、看護師確保対策委員会を設

けた中で確保対策を検討し、将来北海道での勤務を

考えている医師を対象に赤平市の地域及び市立病院

を視察していただく市立赤平総合病院視察ツアーを

企画し、参加者を募集しております。パンフレット、

しおりを作成し、東京赤平会、都道府県会館北海道

ＩＪＵ情報センター、空知地区産炭地域振興企業協

議会赤平支部等へ配布をお願いし、また今後も北海

道東京事務所の医師確保担当参事が医師確保で訪問

する際に配布をお願いし、さらには今後行われる医

学学会等への配布も予定しております。リクルート

大使につきましても医師確保には至っておりません

が、いろいろ情報提供いただいており、今後も継続

して医師確保につながるよう取り組んでまいります

ので、ご理解を賜りたいと存じます。 
 以上です。 
〇議長（鎌田恒彰君） 伊藤企画財政課長。 
〇企画財政課長（伊藤寿雄君） 大綱２、評価制度

について、①、導入時期とその考え方についてお答

えさせていただきます。 
 急速な少子高齢化社会の進展や経済低迷、財政難、

地方分権の推進など自治体を取り巻く社会情勢は大

きく変化しており、自治体に対して最少の経費で最

大の効果を上げるための取り組みが以前にも増して

強く求められております。こうしたことから国にお

きましては、行政機関が行う政策の評価に関する法

律、これに基づき、政策評価を実施しており、自治

体も事務事業評価、施策評価、政策評価などを取り

入れるところがふえている状況であります。当市に

おきましては、平成18年２月に策定をいたしました

あかびらスクラムプランの中で既に評価制度を施策

の一つとして位置づけており、次期赤平市長期総合
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計画のスタートである平成20年度に合わせて導入し

てまいりたいと考えていたところでありますが、ご

承知のとおり平成18年度には産炭地域総合発展基金

問題、平成19年度には地方公共団体の財政の健全化

に関する法律の制定によりまして、赤平市が財政再

生団体入りを回避できるかどうかの大変重要な時期

と重なり合い、将来のまちづくりの方向性について

市民や議会の皆様と議論する以前に財政問題を最優

先課題として解決しなければならない状況となった

ところであります。 
 しかし、本年３月に策定いたしました赤平市財政

健全化計画改訂版により、いまだ予断を許す状況に

はないものの、財政再建に向けた一定の道筋をつけ

ることができましたことから、本年度は市民の皆様

のアンケートや市民会議等からのご意見をいただき、

議員の皆様ともしっかりと議論を交わしながら、新

たな赤平市長期総合計画を策定し、平成21年度中に

スタートしてまいりたいと考えているところであり

ます。評価制度の導入の時期につきましては、こう

したまちの指針となる総合計画のスタートに合わせ

て進めてまいりたいと考えており、総合計画に掲げ

られた内容に沿って事業等や行政運営が着実に実行

されているか、合理的かつ市民サービスの向上につ

ながっているか、市政の透明性が確保されているか、

簡素、効率化が図られ、効果的であるかなどの視点

から評価が行えるよう現在研究を進めさせていただ

いているところであります。 
 評価制度導入に当たりましては、特にだれが評価

を行うのかという点から申し上げますと、住民の福

祉の増進を図ることを基本としなければなりません

ので、評価をするときは住民の目線に立つことが不

可欠であり、行政による評価に対して住民による評

価を加える住民参加で評価することで住民の声が政

策に反映され、結果として福祉の増進に資すること

につながるものであると考えているところでありま

す。このほか市すべての事務事業評価であるのか、

中心的事業の政策評価であるのか、評価する範囲は

行政が指定するのか、住民が選択するのか、あるい

は事前評価か、事後評価かなどさまざまな課題がご

ざいますが、これらを整理させていただいた上で評

価制度の導入を図り、プラン、計画、ドゥー、実施、

チェック、評価、アクション、見直し、こういった

プラン、ドゥー、チェック、アクション、この繰り

返しが今後の行政運営にとって大切であると考えて

いるところでありますので、ご理解賜りますようお

願い申し上げます。 
〇議長（鎌田恒彰君） 中村消防長。 
〇消防長（中村高庸君） 大綱３、救急救命対策に

ついて、①、ＡＥＤ、自動体外式除細動器の設置箇

所拡大と取り扱い者養成の拡充についてお答えをさ

せていただきます。 
 このことにつきましては、昨日の答弁の中でも申

し上げ、重複する答弁となるところであると思いま

すが、現在消防において市内でＡＥＤの設置場所と

して把握しておりますところは、公共施設ではみら

い、総合体育館、市立病院、そのほかではゆったり、

のぞみの家、光生舎の虹の里、フーレビラ、メディ

ックエル、ケアハウス翠光などとなっており、また

９月中には市内すべての小中学校に設置されること

となっていることから、教職員に対する救命講習を

随時実施しているところであります。しかしながら、

市内の設置箇所はごく一部であり、従業員の多い事

業所、人が多く集まる施設などに対し、あらゆる機

会を通し、ＡＥＤ設置についてＰＲに努めてまいり

たいと思います。 
 また、ＡＥＤの取り扱い者養成につきましては、

救命講習に参加し、実際にＡＥＤに触れていただく

ことが最善の方法であると思っておりますので、市

内の皆様に対し、救命講習への参加を繰り返し呼び

かけ、各事業所、各施設にはＡＥＤの設置とともに、

救命講習の受講についても働きかけてまいりたいと

考えておりますので、ご理解賜りますようお願い申

し上げます。 
〇議長（鎌田恒彰君） 相原教育課長。 
〇教育課長（相原弘幸君） 大綱４、薬物乱用の防

止対策について、①、青少年への指導強化について
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お答え申し上げます。 
 最近のインターネットの普及により薬物などを手

に入れやすい環境になってきていること、また種類

も多岐にわたり、それがさらに入手しやすくなって

いることは十分承知しておるところであります。青

少年センター関係の会議などでも常に警察と情報交

換をしているところですが、今のところ本市での青

少年の使用の報告は入っておりません。しかし、夏

休みなどの長期休暇で都市と郡部との行き来のしや

すさやネット社会を迎えて、さらにその距離が縮ま

っているというのが今の状況であり、赤平も例外で

はないと思います。このことは、議員ご指摘のとお

り簡単に手に入る環境に現代社会が置かれていると

いうことであり、青少年をそこから守ることが我々

の務めと考えております。学校教育では、かねてか

ら教育課程において薬物乱用に係る単元が組み込ま

れておりまして、小中それぞれの保健の授業の中で

子供たちに教育しております。また、昨年、ことし

と市内の中学校で赤歌警察署とライオンズクラブ様

のご協力のもと非行防止事業として薬物乱用防止の

ための教室を行っております。薬物の乱用は、心身

に深刻な影響を与えること、また個人の心理状態や

人間関係、社会環境が影響し、知らず知らずにその

ような環境に置かれるなど巧妙になってきている最

近の状況などを伝え、絶対に手を出さないよう指導

しているところであります。いずれにしましても、

将来薬物に手を出すことのないよう若年齢からの適

切な指導が最も重要です。学校、警察署ほか関係各

位の協力を得ながら、引き続き防止対策に取り組ん

でまいりますので、よろしくご理解、ご協力くださ

いますようお願いいたします。 
 以上でございます。 
〇議長（鎌田恒彰君） 菊島産業課長。 
〇産業課長（菊島美時君） 大綱５、黎明の像の今

後のあり方についてお答えいたします。 
 黎明の像につきましては、昭和41年９月、炭鉱事

故などで亡くなられた方に対する炭鉱犠牲者慰霊碑

として赤平公園に建設され、除幕されました。以来

炭鉱犠牲者はもとより殉職につきましても毎年８月

に黎明の像安全平和祈願祭を開催しているところで

ございます。さて、黎明の像がある場所については

近年遺族の方の高齢化、またアクセス道路におきま

しても未舗装と急勾配のため通行においては困難な

状況であると認識しております。こうしたことから

も今後の管理方法並びに平和祈願祭のあり方につい

て関係団体と協議してまいりたいと考えております

ので、ご理解賜りますようお願いいたします。 
 続いて、大綱６、鳥獣害駆除対策についても続け

てお答えします。①、農業被害とその対策について

と、②、エキノコックスへの対応について、関連事

項でありますので、一括答弁させていただきます。

近年におけるヒグマ、シカ、アライグマによる農業

被害につきましては多くなっているのが現状であり、

特にシカによる稲の食害やアライグマによる作物の

トウモロコシ、スイカ等の被害が多発しております。

ここ近年の捕獲頭数につきましては、平成18年度が

シカ15頭、アライグマ７頭、平成19年度はシカ47頭、

アライグマ18頭、本年度におきましては９月現在に

おいてシカ20頭、アライグマ27頭であり、特にアラ

イグマにつきましては昨年の頭数を上回っており、

生息区域もほぼ市内全域に広がっております。また、

平成19年の道内では2,382頭、空知では856頭が捕獲

されております。それによる被害金額は、当市は自

家野菜の農作物が多く、金額は発生しておりません

が、道内では3,688万8,000円、空知では838万7,000

円という状況であります。当市の対策としては、平

成14年度に生息が確認されてから平成15年度より捕

獲が始まり、アライグマの排除を目的として外来生

物防除実施計画を作成し、平成19年度に始めました

国の事業である農地・水・環境保全向上対策による

42名の従事者と一般の従事者20名の計62名が資格を

持っております。また、法的生体捕獲などの知識を

取得してわなを設置する、わなの数ですが、わな数

は市が18台、農地・水と一般の方においては21個を

新たに購入していただき、39個の箱わなによって捕

獲を行っているところであります。しかしながら、



- 83 - 
 

環境適応能力や繁殖力が高く、急速に生息数がふえ

て、市内全域に広がっておりますから、捕獲処理に

おいても捕獲数の増加によって職員の対応や処理費

の負担に苦慮しているところであります。また、ヒ

グマによる農業被害はほとんどありませんが、こと

しに入っても２件の目撃情報が寄せられ、赤歌警察

署、地元猟友会と連携を図り、パトロールを行って

おりますが、平成17年度においては４頭、18年度に

おいては３頭、19年度においては５頭という捕獲数

があり、増加している傾向にあります。また、これ

も自然環境の変化によって生息環境の悪化が進んで

いることから、市街地など人里での出没が考えられ

ます。当市といたしましてもこういうことに関して

は広報に注意などを掲載し、林道入り口には注意看

板を設置し、市民の安全を確保するため対応を進め

ているところであります。 
 次に、②のエキノコックスへの対応についてです

が、市街地においてキツネの姿を見かけることが多

く、エキノコックス症の感染が心配されております。

エキノコックス症は、キツネなどに寄生している寄

生虫の卵が何らかの原因で人の体内に入り、主に肝

臓で増殖して肝機能障害を起こすという恐ろしい病

気であります。また、その対策としては、一般の人

では法的な制限もあり、捕獲することは困難である

ため地元猟友会による捕獲を行っておりますが、捕

獲区域の制限や生息頭数の増加、捕獲時間などの制

限により捕獲が困難な状況であります。そのためキ

ツネを人家に近づけないのが一番の対策と言われて

おり、えづけはしない、えさになるものを周りに置

かない、また井戸などもふんや汚水が入らないよう

ふたをするなどの措置が効果的と言われております。

今後もエキノコックスにつきましては改めて広報に

掲載し、市民の皆様に周知してまいりたいと考えて

おります。次に、鳥獣被害防止特措法ですが、平成

20年２月に作成され、鳥獣害防止総合対策事業が決

定し、捕獲対策や被害防止策として支援措置が講じ

られることとなりました。空知管内では２市が協議

会を設けておりますが、当市といたしましても他都

市の事例を参考として農業者や地元の猟友会の意見

や農業被害、鳥獣の生息状況等を把握し、事業の内

容や財政状況も踏まえて検討してまいりたいと思い

ます。今後当市といたしましても関係部署、農協や

地元ハンターと連携を図り、鳥獣による被害対策に

努めてまいりたいと思います。 
 以上です。 
〇議長（鎌田恒彰君） 若山武信君。 
〇２番（若山武信君） 〔登壇〕 再質問、特別に

はございませんが、まず病院問題についてでありま

すが、すべて理解いたしました。あと、早く健全化

に向けての達成をお願いするのみでございます。 
 評価制度についてでございますが、21年度中にス

タートというものでございますので、これについて

は理解いたしました。ただいまの答弁の中に、住民

による評価を加えると、行政による評価に対して住

民による評価を加えると、こういうことで住民参加

での評価、こういうことでやっぱり市民の目線での

行政というものはきちっとうたわれておりますので、

私はここの答弁については高く評価しておきたいと

思いますので、このことについてよろしくお願いい

たします。 
 また、ＡＥＤの件については設置と救命の講習、

これは消防の方は本当に人数が減って大変なことな

のですけれども、作業としては重荷になる部分はあ

ろうかと思いますが、どうぞ人命にかかわる部分で

ございますので、よろしくお願いいたします。 
 また、薬物乱用対策についてでございますが、現

在も防止対策はとられているということでございま

すので、安心しております。しかし、子供たちの心

身の将来を考えたときに、薬物の乱用防止対策はこ

れからも官民一体となって強化していかなければな

らないと思いますので、この取り組みについてもよ

ろしくお願いいたします。 
 黎明の像の関係でございますが、関係者と相談し

てということでございますので、理解はいたします

が、移設の場所と、例えばこういうふうになったと

きに、設置場所についてはひとつ要請ということで
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お願いいたしますが、平和祈願祭が赤平神社を中心

として行われてきたという経緯からいたしまして、

できましたなら赤平神社の境内の一部にでも設置し

ていただきまして、合祀していただければ、粗末に

ならないのではないかと、こういう思いもあります

ので、相手のあることでございますが、ここのとこ

ろひとつよろしくお願いいたします。要請といたし

ます。 
 それから、鳥獣害対策、これは理解いたします。

これからもよろしくお願いいたします。 
 以上、私の質問をこれですべて終わります。どう

もありがとうございました。 
〇議長（鎌田恒彰君） 質問順序３、１、低所得者

に対する生活支援について、２、歳入確保について、

３、消防広域化問題について、４、勤労の権利と義

務について、５、政府による社会保障削減の影響に

ついて、議席番号４番、宍戸忠君。 
〇４番（宍戸忠君） 〔登壇〕 一般質問を行うの

で、よろしくお願いいたします。 
 大綱１、低所得者に対する生活支援について。①、

福祉灯油の考えについて。今日ガソリン、灯油、食

品大幅値上げは台所を直撃しております。以前オイ

ルショックのときには、当市も住民要求で福祉灯油

が実現し、価格の下降によって廃止になり、現在投

機マネーによる先物買いが原油の高騰になっている

のではないかと思います。昨年暮れに引き続き、こ

としも福祉灯油、昨年実績を引き上げ、実施するこ

とではないですか。暖房が命にかかわる北国にとっ

て、生活必需品である灯油の値上がりは深刻です。

９月９日現在当市内リッター当たり132円と昨年比

約５割の値上げとなっています。昨年は、原油の急

騰対策として特別交付税による国の支援も実現いた

しました。暖房用灯油は全国で使われており、本来

は国の責任で実施すべきであります。北海道は、18

0市町村中176、08年１月現在、が福祉灯油を実施し

ています。また、財政難で制度を縮小したり、冬期

加算があることを理由に生活保護世帯を除外したり

する市町村もあり、国と道の支援の拡大が求められ

ています。家庭用灯油が１世帯３人当たり1,734リ

ットル、全国平均の３倍近い北海道、灯油価格値上

げが家計に大きく響いています。特に実施していな

い札幌市、福祉灯油を求める声が切実です。同じ政

令市の仙台市では、昨年末に臨時議会で福祉灯油実

施を決めました。生活保護世帯は無条件、ひとり親

世帯、障害者施設、児童福祉施設、認可保育所、養

護老人ホームなど福祉施設も助成対象です。異常な

灯油の高騰は、文字どおり住民の暮らし、健康を脅

かしています。低所得者にとっては死活問題です。

この住民の切実な声にこたえるのは国と自治体の責

任です。とりわけ政府は、実施自治体への特別交付

の支援だけにとどめず、財政支援を抜本的に拡充す

べきですが、市長のお考えをお伺いいたします。 
 大綱２、歳入確保について。①、赤平花卉園芸振

興公社の民間譲渡と赤平小学校跡地売却に伴う効果

について。市民の大きな関心事となった花卉園芸公

社は新会社移譲ということですが、市民的重大欠陥、

欠損金４億2,618万円は市民に謝罪すべきものでは

ないでしょうか。これまで共産党市議団は、公社設

立時からコチョウランの需要見通し、施設経営の困

難と札幌オーキッド社長を抱える問題、地域の農業

振興にどう役立つのか、具体的経営のやり直し等問

題を提起してきたのであります。結果は、我々の見

通したとおりになりました。前々期の議会では、共

産党は他会派と協働し、返済の見通しがない貸付金、

補助金の支出をさせない修正案を提出、与党会派と

の激論を交わし、修正案は多数で押し切られたので

あります。こうした状況の中、共産党は前市長に行

き詰まった公社の傷口が大きくならないよう３つの

選択肢を示し、その解決を求めたのですが、聞く耳

を持たなかったのであります。現市長になって、経

営の立て直しを図るために人事異動、経営の合理化、

灯油の高騰、売れ行きが伸びずの現状となったので

あります。今日市長の決断、努力、そして社長の不

眠不休の努力は評価するものであります。また、市

民の中から前市長、前公社社長、議会の有力議員に

対して損害賠償の訴訟が起きても不思議ではないほ
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どの深刻な問題ではないでしょうか。したがって、

市長は設立をしてからの経過と問題点を明らかにし

て、こうして結末になった行政責任を市民に謝罪す

べきであります。市民は、そのことを求めているの

ではないでしょうか。また、新会社の経営方針、経

営移行による財政上の問題として売却額と課税、そ

の後はどのようになるのか、見込み、試算。さらに、

条例による財政支援をするのかであります。この点

についてお伺いしたいと思います。市民生協赤平進

出をめぐる問題として、１つ、赤平商工会議所、生

協だけの協議に終わったのではないかと思います。

２つ目に、地域の個人経営の商店との話し合いはな

されたのか。店じまいをする店もあります。個人商

店との共存、合意についてはどうか。３つ目に、生

協の理事会で赤平進出を決めたのかであります。赤

平の出資している生協組合員への周知がないのでな

いかと思います。市が重要な部分にかかわりがあり、

この際リーダーシップを発揮して解決に当たるべき

ではないでしょうか。今後の問題として、１つには

消費者行政での生協が地域で果たす役割を明らかに

すること、２つ目、行政、消費者協会、生協、農家

との協働で安全な食品の供給を行う協力体制が必要

でないかと思います。この点についての市長のお考

えをお聞きしたいと思います。 
 ②、市立赤平総合病院透析患者の増加見込みにつ

いて。自治体病院の果たす役割として、病院行政が

患者と住民の信頼を得ているか、ここからこそ患者

と住民の信頼によって安全経営が構築されるのでは

ないかと思います。１つ目には、透析施設の収益増、

年間約１億6,000万という現時点と将来の展望はど

のように見込まれるか、また患者の収容数増加の見

込み、夜間診療見込みについてお考えをお聞きした

いと思います。２つ目には、市立病院検討会議では

収入確保の問題で新透析施設対応による収益問題や

外科医、整形外科医の固定医師確保による市民の安

心と収益確保の議論が進んでいるのかであります。

また、道による28億円の一借を必要な場合、拝借を

できないかであります。経営の分析と、公立病院と

して不採算部門を抱えて赤字はどれぐらいになるの

か、国の支援の具体的内容の病院交付税や診療報酬

についてはどのようになっているか、住民の命と健

康を守る拠点として公立病院の使命を病院公務職員

が構築し、患者、住民サービスでこたえることが大

事でないかと思いますが、お考えをお伺いしたいと

思います。 
 大綱３、消防広域化問題について。①、北海道の

消防広域化推進計画について。消防法第１条、火災

の予防、鎮圧、国民の生命、財産の保護、被害の軽

減や社会公共の福祉の増進を目的として、消防組織

法第１条は国民の生命、身体及び財産を火災から保

護するとともに、水火災または地震等の災害を防除

し、及びこれらの災害に係る被害を軽減することを

もって任務とするとあります。また、憲法では市町

村の管理となり、民主化が図られましたが、消防組

織法は市町村の消防は消防庁長官または都道府県知

事の運営管理または行政管理に服することはないと

明快に自治体消防の原則を宣言しています。例えば

広域化消防本部が岩見沢市で30万人人口に対応だと

すれば、当市まで救急に無理があるのでないか、平

均３本部を１本にしても災害出動、重大なロスにな

って、人命軽視にならないかであります。現在でも

消防職員整備などの不足を、広域化に充てる財源を

充てれば、近年市内の火災死亡事故、幸町１丁目、

公営住宅の子供さん、同じく４丁目の公営住宅５階

の成人男子の防止効果大ではなかったかと考えるも

のであります。現在１日平均約２件の赤平救急出動、

もちろん効率化は大事ですが、広域化で原則デジタ

ル無線が機能アップして、人を助けずになるのでな

いか。国、道は広域化を進める計画書を提出を求め

ているようですが、どんな計画になっているのかお

伺いします。現在の消防本部、組合消防体制強化こ

そ重視すべきではないかと思います。30万人人口に

１消防本部設置では、１分１秒おくれで人の居住す

るすべての地域で生命、財産を守り、災害の被害軽

減を図られるのか。専門家の講演の中で財政削減先

にありき、安全の後退というものでありました。ま
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た、時に居住地に熟知しているという消防職員が10

年間勤務しても十分でないと言われることがありま

す。広域化によって地理、地形、住民、市民などふ

なれな隊員が出動して、災害、火災出動などのおく

れは出ないかであります。さらに、連絡車の設置で

は対応ができないのでないかと、これも思います。

広域化本部に最新機の専門隊などのために財政を支

援するものとなっていることであります。広域化は

財政削減、効率化先にありきであり、生命、財産を

災害から守り、軽減する任務を二の次にするもので

はないかと思います。現在の消防体制機能強化のた

めに財政支援することで消防法、消防組織法が発展

し、住民の命、財産を守ることができるのではない

か、お考えをお伺いしたいと思います。 
 大綱４、勤労の権利と義務について。①、官製ワ

ーキングプアについて。憲法第27条、国民の勤労の

権利と義務を、07年５月改定で08年４月施行の改正

パート労働法、差別禁止となる条件が極めて厳しく、

そもそも公務員を適用除外しているなど重大な問題

点を持っていますが、他方短時間労働者の待遇は必

ずしもその働きに見合ったものになっていない状況

を改善して、通常の労働者との均衡のとれた待遇を

確保するなどを法の目的としています。自治体、職

場でもその趣旨が踏まえられなければならないこと

は当然ではないでしょうか。現在のままでは、ます

ます格差賃金、格差労働条件、格差社会を生むので

はないかと思います。赤平市臨時職員は、労働のほ

か市長が特に認めるものとして６カ月ごとに再雇用

を繰り返して、７年または20年勤務との話の方もい

ます。３法があるものの、内容は５時間パートなど、

月収七、八万円の低賃金など。例えば母子家庭、小

中学生２人、この場合１つには暮らしはどうなって

いるのか、２つ目には勤務時間８時間に不足する時

間の他部署への配置など実態はどうなっているのか、

３つ目には地方公務員としての責任、自覚、義務、

研修の向上によって住民の負託にこたえることにな

っているのかであります。仮に年収100万円から150

万円程度の貧困生活、臨時職員約98人、市民の目線

ではすべて公務員であります。このようにまさに官

製ワーキングプアが常態になっているのでないかと

思います。正規職員と同一労働、同一賃金が原則で、

身分や賃金差別はなくすることではないか、国へ改

善を求めることはもちろん市長の考えと改善の道を

お尋ねしたいと思います。 
 大綱５、政府による社会保障削減の影響について。

市立赤平総合病院の療養病床数の考えについて。高

齢者医療の苦難、後期高齢者医療制度は昨年参議院

野党の廃止案が継続審議となって、選挙後の衆議院

で審議されようとしています。当市の療養病床60床

利用患者の方々について以前高尾市長は、削減はさ

せない旨の決意があったと思います。現在も同じで

しょうか。まさに行き場のない医療難民、介護難民

をあふれさせてはなりません。日本医師会は、国民

の皆さんとともに社会保障費2,200億円の削減に反

対の意見広告です。７月、政府は経済財政改革の基

本方針2008をまとめました。福田総理は、国民一人

一人が安心して暮らせるようになったと実感できる

社会を実現すると発言しました。そして、救急医療

や医師不足が重要課題とされました。しかし、社会

保障費の削減路線は撤回されませんでした。2002年

から2006年までの５年間であるべき社会保障費が1.

1兆円、国の負担分が削減されました。そして、そ

の後も毎年2,200億円が機械的に削減されているの

です。このために医療費が大幅に削られてきました。

このままでは、救急で受け入れてもらえない、お産

ができない、夜間診てくれる小児科の先生がいない

などの問題はなくなりません。がん難民と言われる

患者さんもふえています。医療が必要な高齢の方が

長期入院できるところもありません。身近に通える

医療機関がなくなっている地域もふえています。国

民が安心して医療を受けられる体制がとれなくなっ

ているのです。総理は、国民の声を十分認識してい

るはずです。どうぞそれを政策に結んでくださいと。

来年度予算からは、社会保障費の年2,200億円の削

減をやめてください。社会保障、そして国民医療を

守るために、日本医師会は国民の皆さんとともに戦
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います、日本医師会。これが日本医師会の意見広告

です。これは、朝日新聞に１ページで国民の皆さん

と一緒になって、医療を守ってほしいと言っていま

す。赤平市は、率先して日本医師会の毎年社会保障

費2,200億円削減やめよの要求をともに国に要請す

ることが必要でないかお伺いしたいと思います。 
 第１回目の質問を終わります。 
〇議長（鎌田恒彰君） 暫時休憩いたします。 

（午前１１時０５分  休  憩） 
                       

（午前１１時３０分  再  開） 
〇議長（鎌田恒彰君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。實吉介護健康推進課長。 
〇介護健康推進課長（實吉俊介君） 大綱１、低所

得者に対する生活支援について、①、福祉灯油の考

え方についてお答えさせていただきます。 
 昨年度の福祉灯油購入費助成事業につきましては、

年明け早々緊急的に実施させていただきましたが、

20年度に入り、その後も石油製品の価格高騰はとど

まらず、市民の皆さんの日常生活に大きな打撃を与

えており、今後冬期間に向けてより一層市民の皆さ

んの暮らしが厳しいものになると推察されます。そ

こで、本年度の北海道地域政策総合補助金、高齢者

等の冬の生活支援事業補助運用方針の拡充に合わせ、

昨年度実施いたしました１件当たり3,000円の助成

金額の再検討も含め、事業の実施に向けて検討して

まいりたいと考えております。また、生活保護世帯

につきましては、昨年度は北海道内で３町が単独事

業として実施いたしましたが、補助対象となる北海

道の地域政策総合補助金運用方針には対象世帯とし

て高齢者世帯、障害者世帯、母子世帯及びこれらに

準じ、市町村が認める世帯であって、市町村民税の

非課税世帯とする、ただし生活保護世帯を除くと定

められております。そこで、生活保護世帯につきま

しては、地域政策総合補助金の運用方針の中で対象

世帯から除かれていること、あわせて国で定めてい

る保護費の中に冬期加算が手当てされていることか

ら、現時点では対象世帯に含めることは相当ではな

いものと考えております。今後道内の市町村、近隣

市町の動向と対応策を踏まえ、国や北海道などから

の情報や施策の拡充を十分考慮した上で市民生活の

一助となりますよう実施に向けて検討してまいりた

いと考えておりますので、何とぞご理解賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 
 以上です。 
〇議長（鎌田恒彰君） 菊島産業課長。 
〇産業課長（菊島美時君） 大綱２、歳入確保につ

いて、①、赤平花卉園芸振興公社の民間譲渡と赤平

小学校跡地売却に伴う効果についてお答えいたしま

す。 
 これまで株式会社赤平花卉園芸振興公社は、平成

６年設立以来14年間に及び、ポスト石炭後のまちづ

くりの一環の雇用の場の確保に寄与していたととも

に、花のまち赤平による地域イメージの向上、特に

らんフェスタＡＫＡＢＩＲＡが市民手づくりのイベ

ントとしても定着、また道内生産者としてコチョウ

ランの安定供給に努めてきたところでございます。

しかしながら、市場の値崩れや原油高騰などで営業

を続けていくことが大変困難な状況になり、当市と

いたしましては第三セクターを整理する方針を固め、

かねてからの交渉を続けてまいりましたホームセン

ター最大手のホーマック株式会社と基本合意を取り

交わし、現在施設などに係る譲渡契約締結に向け、

また副市長を代表清算人として法的手続など会社整

理に向けて作業を進めているところでございます。

当市といたしましては、花のまち赤平の地域振興の

ため財政支援を行ってきたところでございますが、

正式に譲渡金額決まった段階でご指摘の件につきま

してはご説明申し上げたいと考えておりますが、何

とかコチョウランを赤平に残し、事業継続をするた

め赤平公社と市と連携いたしまして、民間参入に向

け、最大限努力してきたところであります。さて、

新会社におきましてはコチョウランを中心としたさ

まざまな植物を含め、農芸ビジネスを展開するため

現在準備を進めているところであり、市税などの税

収効果については今後のことをとらえてまいります。 
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 また、市民生協につきましては旧赤平小学校跡地

に立地されますことから、中心市街地活性化にも大

きな期待を寄せており、近隣市の大型店への流出に

歯どめをかけること、また固定資産税はもとより市

税の増収にもつながるものと考えております。こう

したことからも新たに企業あるいは大型店舗が立地

されることは、財政状況が大変厳しい当市にとりま

しても地域経済活性化が図られ、税収効果はもとよ

りさまざまな波及効果におきましても大いに期待す

るところでございます。 
 なお、当市の条例による財政支援についてでござ

いますが、花卉公社の新会社につきましては新産業

創造等事業助成金を予定しております。なお、花卉

公社の新会社及び市民生協に対する市の企業振興促

進条例に基づく財政支援などは申し添えてはおりま

せん。 
 以上です。 
〇議長（鎌田恒彰君） 浅水副市長。 
〇副市長（浅水忠男君） 生協赤平進出をめぐる問

題として何点かご質問ありました。そのことにつき

まして、私のほうからご答弁させていただきたいと

思います。 
 これまで議会の常任委員会で何度か経過説明をさ

せていただきました。赤平商工会議所、生協だけの

協議に終わったのではないかというお話であります

けれども、そもそも今の赤平小学校は赤平市の土地

でありますので、コープ側としては最初に赤平市に

来ており、具体的な話をしていただくということで

まいりました。そこで、同時に商工会議所にも伺っ

ていただきまして、会議所等の会員の皆さんの意見

を集約をいただいたというところでありまして、会

議所としてはこの件については赤平市の寂れた中心

商店街の活性化になるということで歓迎の意をあら

わしたというふうに実は伺っております。それから、

地域、あるいはまた商店街、地域の住民の皆さん方

の話し合いということでありましたけれども、大型

店の立地法の関係でコープ側としては地域の住民に

対する説明会をしなければいけないということにな

っておりまして、今後開催をされるのだろうという

ふうに思っております。もう一つ、出資をしている

生協の組合員の方の周知の関係ですけれども、これ

はあくまでもコープさん側が組合員に対して説明を

するという義務があろうかと思います。 
 消費者行政での生協が地域で果たす役割でありま

すけれども、大変最近はいろんな食品関係で問題が

起きておりますから、私ども市民といたしましては

生協側が安心で安全なやっぱり食料品等を提供いた

だくということが第一でありますし、そして先ほど

言いましたように疲弊している商店街が生協さんと

一緒になって、当然お客さんも相当ふえるわけであ

りますから、まちの中が活性化をするという意味で

各個店の営業成績も上がるのではないかというふう

に理解をしていますから、それぞれ頑張っていただ

きたいなというふうに思っております。それから、

生協といたしましては、特に農産物について地産地

消という考え方から地元の農産物をぜひ入れていた

だきという話も実はありました。今後ＪＡさんを通

じまして、いろいろご相談があるというふうに思っ

ていますので、市といたしましてもその際は協力を

させていただきたいというふうに思います。 
 以上です。 
〇議長（鎌田恒彰君） 斉藤病院事務長。 
〇市立赤平総合病院事務長（斉藤幸英君） ②、市

立赤平総合病院の透析患者の増加見込みについてお

答えいたします。 
 病院経営の健全化を図るためには収益の確保が重

要でありますが、透析医療につきましては収益確保

の大きな柱ともなっており、現在40名を超える患者

が入院及び外来透析を行っております。先月より患

者の送迎を実施し、好評を得ており、今後は赤平市

外へと送迎区域を拡大し、新たな患者確保に当たっ

てまいります。また、近隣病院からの入院透析患者

の紹介もあり、徐々にではありますが、患者も増加

し、想定している患者数の確保は可能であるものと

見込んでおります。しかし、国の診療報酬改定や医

療制度の改正等により想定以上に収益が減少するこ



- 89 - 
 

ともあり得ますことから、今後はより診療を充実さ

せ、収益の確保に努めてまいります。夜間透析につ

きましては、現在患者の希望はありませんが、患者

をふやしていくためにも医療スタッフを充実させた

中で実施を検討してまいります。 
 続きまして、医師確保についてでございますが、

厳しい状況が続いておりますが、今後もいろいろと

手だてを尽くして確保の努力を続けてまいります。 
 また、道からの短期融資28億円でありますが、融

資期間は１年限りという予定でありますが、低利融

資であり、財政効果も非常に大きいことから、引き

続き道と協議をさせていただきたいと考えておりま

す。 
 また、赤字はどのくらいになるのかということで

ありますが、まだ年度の途中でもあり、今後どのよ

うに推移していくかという状況を見きわめなければ

ならないということではありますが、不採算部門を

抱えて運営を行うことは非常に厳しい状況でありま

すが、新たな不良債務の発生が見込まれますと、公

立病院特例債の借り入れができなくなることから、

厳しい状況でありますが、赤字を発生させない健全

経営を行っていかなければならないものと認識をし

ております。 
 最後に、公立病院の使命としまして、住民の命と

健康を守るため今後も職員が一丸となって努力を続

けていかなければならないものと認識をしておりま

すので、ご理解を賜りたいと存じます。 
 以上です。 
〇議長（鎌田恒彰君） 中村消防長。 
〇消防長（中村高庸君） 大綱３、消防広域化問題

について、①、北海道の消防広域化推進計画につい

てお答えさせていただきます。 
 消防の広域化につきましては、平成18年６月に消

防組織法の一部が改正されたことに伴いまして、国

が示す消防の広域化に関する基本指針に基づき、各

都道府県において消防広域化推進計画を作成するこ

ととなっていたところでございます。このことから

道におきましてはこの指針に基づき、本年３月に北

海道消防広域化推進計画を作成するとともに、４月

にはその計画が各自治体に示されたところでござい

ます。本計画では、近年複雑多様化や大規模化する

災害などから地域住民を守る消防の仕組みは増大し

ており、さまざまな社会環境の変化に適切に対応で

きる体制の整備確立が求められているものの、現在

の消防本部は小規模なものが多く、一般的に小規模

消防本部は要員の確保や資機材の整備に限界がある

ため災害発生時の動員力が十分であると言えない場

合があるほか、救急需要に対する適切な対応や予防

査察、違反処理、火災原因調査などより一層高度化、

専門化する予防業務への対応が困難な状況となって

いるとしております。こうした状況から消防の広域

化を推進することにより消防体制の充実強化が図ら

れ、住民に質の高いサービスを提供することができ

るものとしているところでございます。 
 また、消防広域化の組み合わせにつきましても示

されておりまして、消防広域化の規模について国は

管轄人口30万規模を一つの目標としておりますが、

管轄面積の公共交通事情、地理的条件、日常生活圏

などの地域事情を十分考慮する必要があるとのこと

から、道としてはこれらの事情を勘案するとともに、

今後高齢化の進展などにより需要の増大が予想され

る救急業務に深く関連する第２次保健医療福祉圏を

基本とした21消防本部の組み合わせを示したところ

であり、本市におきましては中空知圏に属する芦別

市、歌志内市、上砂川町、滝川地区広域消防事務組

合、砂川地区広域消防組合との組み合わせとなった

ところであります。本計画に基づき、消防の広域化

を進めるに当たりましては、広域化を行おうとする

圏域ごとに市町村消防本部が具体的に協議検討する

こととされているものの、広域化の対象となるどこ

の市町村が中心となり、協議を推し進めるかについ

ては明記されていないこともあり、現在のところ進

展がない状況にありますが、計画において道は消防

の広域化についての連絡調整機能を果たす重要な役

割があると明記されていることからも、今後は道が

中心となり、広域化に向け、動き出すものと考えて



- 90 - 
 

おります。 
 消防の広域化は、消防体制の整備及び確立を図る

ことを旨として行うものであり、広域化によって消

防本部の対応力や住民サービスが低下することがあ

ってはならないこととされていることからも、これ

らを念頭に消防広域化後の消防体制、出動態勢、財

政運営などについて広域化対象市町との協議の場に

おいて十分議論を交わしてまいりたいと考えており

ますので、どうかご理解賜りますようお願い申し上

げます。 
〇議長（鎌田恒彰君） 町田総務課長。 
〇総務課長（町田秀一君） 大綱４、勤労の権利と

義務について、①、官製ワーキングプアについて申

し上げます。 
 当市の臨時職員の状況でございますが、平成20年

４月10日現在で病院を除き98人おりまして、事務補

助、保育士、学校業務員、運転手、調理員、介護員

など職種も多様でありますことから、職種ごとに賃

金の単価を決めております。勤務時間につきまして

は、週20時間や週38時間45分など、これも多様でご

ざいまして、それぞれ事業に必要な形態で雇用し、

その条件につきましては雇用の開始時に文書により

まして、採用する職員に通知しているところであり、

研修の機会につきましても必要に応じ、与えている

ところでございます。官製ワーキングプアにつきま

しては、国会などにおきましても取り上げられてい

るところでございますが、地方公務員は適用除外と

されておりますものの、働き方が同じであれば待遇

も同じにすべきだとする改正パートタイム労働法の

趣旨や、本年度の人事院勧告におきまして、非常勤

職員の給料を決定する際に考慮すべき事項を示す指

針を策定し、非常勤職員の任用形態、勤務形態のあ

り方をどのようにしていくか幅広く検討していくこ

ととされておりますことから、本市におきましても

それらを踏まえ、検討していかなければならないと

考えているところでございます。とりわけ先般北海

道における最低賃金につきまして、15円引き上げる

全国平均には及ばないものの、北海道地方最低賃金

審議会より13円引き上げ、667円とするよう北海道

労働局に答申され、新聞報道によりますと、10月19

日から適用される見通しとのことでありますことか

ら、その動向や近隣市町の状況を勘案し、臨時職員

の賃金につきまして、見直す予定でございますので、

ご理解賜りますようよろしくお願いいたします。 
〇議長（鎌田恒彰君） 斉藤病院事務長。 
〇市立赤平総合病院事務長（斉藤幸英君） 大綱５、

政府による社会保障削減の影響について、①、市立

赤平総合病院の療養病床数の考えについてお答えい

たします。 
 高齢化の進む当市にあっては、療養病床は必要で

あると認識をしております。国は療養病床を当初計

画の15万床から22万床残すとの方針を出しておりま

すが、今後の診療報酬改定時に病床維持が難しくな

るようなマイナス改定が行われることも予想され、

療養病床維持は厳しい状況になることも予想されて

おりますが、療養病床にかわる受け皿が整備されて

いない状況の中での病床の削減は退院後の受け皿が

なく、行き先を失う患者が発生するおそれもあるこ

とから、当面病床60床を維持した中で赤平市におけ

る老人福祉施策が今後どうあるべきかを十分に検討

していくべきものと考えております。また、国に対

しましても過疎地域において地域医療を守っていく

ための政策の実行を強く要望するものであります。 
 以上です。 
〇議長（鎌田恒彰君） 宍戸忠君。 
〇４番（宍戸忠君） 〔登壇〕 ご答弁ありがとう

ございました。 
 先ほどの副市長さんからの答弁の中で、会議所の

会員さんの方々、生協組合員の方々、一応生協の

方々についてはこれから周知するということのよう

ですけれども、市民の方々にも。会議所の会員の

方々のうち個店の方々の何人かが生協来たらやめる

と、そういう事態になっています。ここのところに

会議所から何もないというような話もありまして、

そういうことであるならば、市もリーダーシップを

発揮し、そういうことのないように話し合いをする
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とか、何かそういう助言をするとか、そういうこと

が必要でないかなというふうにちょっと思います。

そのことについてひとつ再度お聞きしたいなという

ふうに思います。 
 それから、消防広域化の問題では近隣、先ほど示

された広域化の案が出ているように思います。これ

は本来は自治体、行政区単位に消防本部があって、

機敏に能力、機能を発揮すると。これがさっき言わ

れましたような広域化の状況をこれからまた検討す

ると思いますけれども、何としても命を守る立場か

らその問題をやっていただきたいと思うのです。広

域化は本当によく慎重にやらないと、これは人の命

を無にするということになりますので、それも十分

踏まえて、やっていただきたいというふうに思いま

す。 
 その他答弁いただきました。福祉問題、人の命の

問題が今重大です。この問題を皆さん関係の部署に

おいても深い分析の上に立って、全力を挙げてまち

づくり、市民の命を守るために頑張っていただきた

いと、これをお願いいたしまして、私の質問を終わ

ります。ありがとうございました。 
〇議長（鎌田恒彰君） 宍戸議員、要望でよろしい

ですね。 
〇４番（宍戸忠君） はい。 
〇議長（鎌田恒彰君） 暫時休憩いたします。 

（午前１１時５４分  休  憩） 
                       

（午後 １時００分  再  開） 
〇議長（鎌田恒彰君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 
 質問順序４、１、市立赤平総合病院について、議

席番号６番、北市勲君。 
〇６番（北市勲君） 〔登壇〕 通告に基づきまし

て質問いたしますので、ご答弁のほどよろしくお願

いいたします。 
 大綱１、中空知医療圏域において担う役割につい

て、ア、機能分担についてお尋ねをいたします。昨

今の勤務医師の確保は大変厳しい状況の中で、各自

治体病院は医師不足の解消と健全な経営に頭を悩ま

し、大変苦労されておりますが、赤平の市立病院も

同様に多額の不良債務の解消と医師不足ということ

で病院運営に大変な苦労されていると。日ごろの努

力に敬意を表したいと思います。私どもは、今まで

にこの議会を通じて、健全経営のための具体的な対

策として診療科目や病床数について早く市民に示す

べきであると訴えてまいりました。その都度いただ

けている答弁の中には、中核病院の砂川市立病院と

後方支援病院である赤平市立病院と機能を分担して

存続をしていくという答弁を何度かいただいており

ます。病床につきましては、本年４月より一般病床

120床ということになっておりますが、経営のほう

も、毎月報告されます決算につきましても、予定ど

おりとは申しませんが、何とか頑張っておられると、

その状況がわかる次第でございます。さて、本年５

月の末に北海道が策定した道内30の区域に分けた自

治体病院等広域化連携構想をめぐり、砂川市立病院

を中心とした区域10の６医療機関、それから滝川市

立病院を軸とした区域11の医療機関、３つの医療機

関のそれぞれの病院関係者が一堂に会して中空知の

医療をどうするのかという意見交換があったと一部

報道でお見受けをいたしました。当然この席上では、

各自治体病院で担う役割はこの集まりで決めるべき

でないかという意見もあったと聞いておりますが、

機能分担を含めた各病院の役割というものについて

どのような話をされたのか。特に診療科目の問題や、

それから病床数についても当然話し合いはされたと、

そのように推察をしております。この話し合いの中

で赤平の市立病院は中空知の中でどのような役割を

しなければならないのかというような話が多分あっ

たと思います。ぜひそのこともお聞かせ願いたいと

思います。また、この区域10の医療機関、それから

区域11の医療機関の懇談会といいますか、意見交換

会はその後開かれているのか、今後どのようになっ

ていくのかも含めてお聞かせ願いたいと思います。 
 イの救急医療についてお尋ねいたします。現状赤

平の市立病院としては１次医療、２次救急医療を実
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施しておりますが、自治体病院等の広域化連携構想

の中でどのように変わっていくのか。また、赤平の

市立病院に常勤医のいない診療科、特に時間を急を

要する脳疾患関係の患者さん、それから心臓に疾患

のある患者さん、それと妊婦についても非常に市民

は不安を持っております。このような緊急を要する

患者さんについての救急についてはどのように変わ

っていくのか、このことについても当然話し合われ

たと思いますので、お聞かせいただきたいと思いま

す。 
 ウの療養病床についてお尋ねを申し上げます。赤

平の市立病院は、国の政策によって療養病床を設け

て、それで赤平市立病院の存続をしていこうという

決意のもとにつくられた病床でございます。その後

国の政策が変わり、療養病床の入院区分ができて、

病院の経営に大きな障害をもたらすような、経営を

圧迫するような状況になってきておりますが、これ

も１つは病院の経営の赤字の原因であろうと思って

おります。現在ある60床の療養病床について中空知

の自治体病院、この構想で集まる病院の中でどのよ

うな60床が位置づけになっているのか。特に現在建

てられてくる砂川の市立病院、滝川の市立病院、こ

れについても療養はどうなるのか、このこともぜひ

お聞かせ願いたいと思います。国の施策で先ほども

前段同僚議員のほうから質問ありましたように療養

病床は15万床から22万床ということで削減を６割か

ら４割になりましたけれども、しかし入院区分につ

いての手直しは発表されておりません。ということ

は、残っても決して病院の経営にプラスになるよう

には思われません。そういうような中で赤平市立病

院が持っている60床についてはどういう位置づけが

必要なのか、このことも重ねてお願いいたしたいと

思います。それから、実は北海道のある病院で療養

病床をやめて老健施設に変更し、病院の健全経営を

図ろうとする病院がことしの春に出てきました。実

は、５月に国のいわゆる病院に老健施設を併設して

経営してもよろしいと、特に大きな改修もなく、し

てもいいですよという規制が緩和されました。これ

には、働く職員も特にかえることなく、兼務も可能

であると、こういう規制緩和が生まれたので、この

ことも含めて、赤平の市立病院の療養病床について

60床が本当にいいのか、それから老健施設、こうい

うものを併設でやってどうなるのかと、このことに

ついて市立病院の健全経営のためにもある意味では

検討する価値があるのではないかと、このように感

じております。病院当局の考え方をお聞かせ願いた

いと思います。 
 以上で１回目の質問を終わります。 
〇議長（鎌田恒彰君） 斉藤病院事務長。 
〇市立赤平総合病院事務長（斉藤幸英君） 大綱１、

市立赤平総合病院について、①、中空知医療圏にお

いて担う役割についてのア、機能分担について、イ、

救急医療について、ウ、療養病床については、関連

がございますので、一括で答弁させていただきたい

と思います。 
 現在中空知２次医療圏において、滝川保健所によ

り中空知地域保健医療福祉連携推進会議及び自治体

病院広域化連携構想検討会議が設置され、この中で

北海道医療計画中空知地域推進方針の作成並びに自

治体病院の広域化連携構想について検討されること

となっております。現段階ではスタートラインにつ

いたばかりの状態で、これから具体的な協議がなさ

れていくような状況でございます。また、来年１月

をめどに方向性を示す見込みとなっております。特

に自治体病院広域化連携構想につきましては、道の

示した案では中空知２次医療圏が２つの区域に分け

られ、赤平市は砂川市立病院を中心とする第10区域

に属することとなっております。また、医療圏では

一定程度の医療を完結できる体制を構築していくこ

とが求められ、当院のその中での役割としましては

市内の基幹病院として救急医療を含め、入院を含め

た初期医療に対応できる機能を維持するとともに、

透析センターとしての機能を提供できる体制を維持

し、中核となるセンター病院、つまりここでは砂川

市立病院ということを指しておりますが、その後方

支援を行うこともまた期待されていることと思いま
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す。その中では、急性期治療後の亜急性期及び回復

期、療養を含めた入院機能の維持が必要と判断をし

ているところであります。救急医療につきましては、

医師不足の中で現状の体制維持は非常に厳しい状況

にあります。引き続き１次、２次救急病院としての

機能を維持していきますが、砂川及び滝川市立病院

の改築の中で救急機能が向上されるということが予

定をされております。特に砂川市立病院におきまし

ては、より高度な救急体制を構築する計画があると

聞いておりますことから、連携を深めた中で市民の

救急対応に努めてまいりたいと思います。また、現

状も行っておりますが、脳疾患患者あるいは心臓疾

患患者等私どもの病院に専門の診療科がない科目に

つきましては既に砂川等の病院にかかっていて、救

急搬送を必要とする場合は現状と同じように相手側

の病院に了解を得た中で直接搬送ということはこれ

からもますますやっていかなくてはならないことの

一つだなと思っております。 
 いずれにしましても、砂川の市立病院は現状では

救急受け入れがもう既に限界に達しているという状

況になりますので、やはり新たな病院が建ったとき

には改めてその辺も含めた協議は進めていかなくて

はならないと、そのように考えております。今後も

現状の診療科並びに病床を維持していく中で市民に

安心した医療を提供するためにはセンター病院、中

核病院との連携、さらには協力を強化していかなけ

ればならないと認識をしております。今後の療養病

床につきましては現状病床を維持していきますが、

連携推進会議等の中でセンター病院との連携を図る

上で後方支援病院の必要性や高齢化に対応するため

の市民ニーズ等を十分考慮し、また赤平市における

高齢者福祉施策の中で十分に検討してまいりたいと、

そのように考えております。先ほど議員のお話があ

りました療養から老健施設への転換ということでご

ざいます。老健施設につきましては私どもも一時検

討を加えたことがございますが、やはり施設の医師

の配置基準と、あるいは看護師等の基準でいくと、

なかなか採算的には現状では厳しいのかなと思って

おります。やはり高齢者福祉施策全体の中で老健が

いいのか、あるいは現在でいう特養ですか、そうい

った施設がいいのかということは今後十分に検討し

ていかなくてはならないと、そのように考えており

ます。 
 以上です。 
〇議長（鎌田恒彰君） 北市勲君。 
〇６番（北市勲君） 〔登壇〕 ありがとうござい

ます。ただいまこの会議の中身も、これからの方向

もある程度説明いただきましたけれども、昨年北海

道の策定した広域化連携構想につきましては、昨年

のたしか８月に道から発表されたということで、そ

れ以前からも早く病院の健全運営のために病院の小

規模病院に向かって努力いただきたいことは要請し

ていたのですが、今ここで赤平市の財政を考えると

きに、早くこの病院が赤平市のお荷物にならないよ

うな形をつくっていかなければならないと。そうい

う意味では、この５月に病院関係者が集まって、意

見交換をされたということですけれども、これ病院

関係者だけでは到底解決できる問題ではありません。

当然各市の財政の方々も一緒になって考えてもらわ

なければならないと。先日の赤平市のこれからの市

立病院を考える会でもたしかそのような意見があっ

たかのようにちょっと記憶しておりますけれども、

いずれにしてもこれから３年、４年後には砂川の市

立病院ができて、それから滝川の市立病院ができて

くると、予測されるのは新しい病院に患者が集中し、

赤平の病院が置いてきぼり食うのでないかという不

安もあります。これについてそういう意味では連携

を早く深めてほしいなと思いますので、この辺をも

含めて、市長さんに赤平市民のためにもひとつこの

辺のところを早くやっていただくよう、もしご意見

があればお聞かせ願いたいと思います。 
〇議長（鎌田恒彰君） 高尾市長。 
〇市長（高尾弘明君） それぞれご意見いただいた

ことにつきましては、ご承知のように今検討会議の

中でやっておりまして、秋口には大体およそ赤平と

しての考え方はまとめたいと思っている。ただ、当
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然言うまでもなく相手のあることでございまして、

私ども赤平としては本当にこの広域化問題はもっと

早く会議をしてほしいというふうにお願いをしてき

ましたし、道から派遣している三上理事を含めて、

急いでほしいと。失礼な言い方ですが、ようやくス

タートしたということで、私どもとしてはじりじり

した思いですが、ようやくこの会議がスタートした

ということでございまして、今財政部門を含めてと

いうことでございましたが、医療関係者だけでなく

て、福祉関係者も入っている会議もございまして、

その会議に基づいて、当然各市町村ごとの意見も取

りまとめありましょうし、意見を求めるということ

もありますので、医療だけではなくて、当然保健福

祉、いろんな総体的な面の中でこの医療の位置づけ

もやはり考えていかなければならないと思っていま

す。赤平市は、当面特例債を借りるためのプランを

急いでつくらなければならぬといううち独自の事情

もあるものですから、なかなか広域問題の話はまだ

これからということでありますので、少し必ずしも

並行して進んでおりませんが、しかし今申し上げま

したようにうちだけで進めることはできませんので、

そういう中でひとつ話し合いは進めざるを得ないの

かなと思います。およその目標については今事務長

から申し上げたことでありますので、そういう方向

で今後とも協議をしていきたいということで、議会

にもいろいろまた意見を求めるということもあろう

かと思いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 
 以上でございます。 
〇議長（鎌田恒彰君） 北市勲君。 
〇６番（北市勲君） 〔登壇〕 大変ありがとうご

ざいました。やはり病院がなくなるということは、

ある意味ではまちの崩壊につながります。これから

の高齢化の中でやはり病院の持つ意味合いというの

は十分皆さんご存じだし、私どももよくわかってい

るつもりでいます。ぜひ今市長さんがおっしゃるよ

うに早く、早く市民に安心を与えていただきたいと

いうことで、これはひとつ要望として私の質問を終

わらせていただきます。どうもありがとうございま

した。 
〇議長（鎌田恒彰君） 質問順序５、１、財政健全

化に向けて、２、まちづくりについて、議席番号９

番、獅畑輝明君。 
〇９番（獅畑輝明君） 〔登壇〕 通告により大綱

２項目について一般質問を行います。前議員とかな

り重複している部分がございますけれども、よろし

くお願いしたいと思います。 
 １、財政健全化に向けて、①、平成20年度予算の

執行状況についてであります。昨年６月に成立した

地方財政健全化法のもと平成20年度の予算が執行さ

れ、５カ月を経過いたしました。市民が今一番関心

を寄せている財政再生団体についてですが、当初よ

り財政事情も変化してきたような気がいたしており

ます。平成19年度決算では、実質収支４億7,960万

円を計上、連結実質収支比率は見込みより若干の改

善が予測され、地方交付税や流動的な病院事業会計

などの不確定要素を含みながらも、平成20年度再生

団体回避への道筋は行政と市民の頑張りによって見

えてきたようにも思います。市民の皆さんも大変心

配をしております。まず、平成19年度決算における

４指標についてお伺いをしたいと思います。また、

平成20年度も５カ月経過をいたしました。旧赤平小

学校跡地のコープさっぽろへの売却、赤平花卉園芸

振興公社の民間譲渡やあかびらガンバレ応援基金な

ど歳入確保に貢献できる新たな事例が見られました。

また、今定例会に提案されました北海道市町村備荒

資金組合規約の変更は注目していかなければなりま

せん。また、国における病院特例債の発行と、平成

20年度限りでありますが、道の一時借入金の低利融

資による病院への支援などがございます。平成20年

度の一番の行政課題は、決算において連結実質収支

比率40％以下にすることであり、財政再建団体への

移行を回避することであります。それに向けた取り

組みは、行財政改革の断行により確実に実行されて

いると思います。平成20年度半ばでありますが、現

在把握でき得る指標の見込みについて、あわせてお
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伺いをしたいと思います。もう一点経費節減の取り

組みとしてご提案申し上げたいのですが、パソコン

業務の一元化についてお伺いをしたいと思います。

赤平市では総合行政、財務会計、人事、給与、福祉

総合、生活保護、公営住宅管理、土木積算などその

他にも既存のシステム、独自で開発したシステムな

どがあり、行政業務全般にわたりパソコンを使用し

ております。これらのシステムを動かすために平成

20年度使用料として2,752万円、保守や業務の委託

料2,616万円、その他として3,905万円、総額9,273

万円計上しております。各課、各係、各業務ごと、

多くの企業、メーカーと使用料、委託料について契

約をしております。この9,273万円と今定例会で住

民税に係るシステム開発と改修費用について750万

円補正予算が組まれ、合計約１億円となっておりま

す。この経費を削減する一つの方法として、業務を

一元化することが考えられます。つまり契約メーカ

ーを１社にするということであります。庁内のシス

テムを根本から変えていくと、大幅な経費削減がで

きる可能性があると思います。既存の今まで使用し

ているインフラを使用しながら、すべての行政業務

と既存システム、独自システムをアウトソーシング

する、つまり外部委託することにより、これら使用

料、委託料、その他の経費などの経費の軽減、業務

の効率化を図るものであります。空知管内でも来年

６月から導入し、経費削減の効果を上げようとして

いる自治体もあります。業務の一元化を目指し、関

連機器はソフトを含め、すべて借り上げ、運用から

保守まで全面的に外部委託することで業務の効率化

や経費の削減を図ろうとしております。年間約2,50

0万円の経費削減であると新聞報道されておりまし

た。赤平市でもシステム的に可能なのかというよう

な検討課題もあり、この業務一元化にはデータの移

行、導入など多くの時間がかかります。新しいシス

テムの導入について比較検討する価値のあるものと

思いますが、このようなことをご提案申し上げます

ので、お考えをお伺いしたいと思います。 
 次に、②の市立赤平総合病院の財務改善の取り組

みについてお伺いをいたします。このことにつきま

しても昨日から４名の議員より病院についての質問

がございました。重複するところがあると思います

ので、簡潔にお願いをしたいと思います。全国的に

自治体病院は、恒常的な赤字体質ということにより

多くが存亡の危機にあり、地域医療の崩壊が危惧さ

れています。昨年に成立した地方財政健全化法によ

り病院事業会計も含めた連結実質収支比率が注目さ

れてまいりました。赤平市においては、財政再生団

体に陥る最大の要因となり得る指標であり、不良債

務を多く抱えた病院事業会計の収支改善の取り組み

のでき、ふできは市全体に影響を及ぼしてまいりま

す。単年度黒字に向けた平成20年度予算と経過実績

のずれがよからぬ方向へ向いてしまう可能性もあり、

細心の注意が必要となってまいります。結果が物を

言うのであります。数字がすべてであるということ

であります。努力をした、工夫をした、苦労を重ね

たなどということは、ほとんど評価されないのが企

業会計の財務評価であります。このことを肝に銘じ

ておかなければなりません。経営効率化のための数

値目標をきちんと設定することが大切であり、特に

医業収支比率、人件費比率、病床利用率などに注目

しながら財務の改善に努め、今年度決算の黒字化に

向け、よかれと思われるさまざまな取り組みを着実

に実行していかなければなりません。平成19年度決

算で累積欠損金36億4,300万円、不良債務29億4,900

万円、改善するには当然収入の確保、支出の抑制、

収益を上げる取り組みが求められます。現在の診療

報酬制度を前提として収入増を目指すには、入院、

外来患者数をふやすことがまず第一、入院、外来単

価を向上させる、70％以下である病床利用率を上げ

るなどが基本となってまいります。さらに、診療報

酬の加算項目を的確に取り入れていく、また病院機

能の特化による患者増を図ることなどがあると思い

ます。支出削減については、第一にさらなる職員の

削減や給与費の見直しによる人件費の抑制でありま

す。また、薬剤診療材料のコスト削減、外部委託の

事項や委託先の見直しなどさらに検討していかなけ
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ればなりません。財務改善の取り組みは、病院当局

として以前から十分承知をされていることであろう

と思いますが、具体的に実行へ移し、成果を出して

いくことは困難をきわめるものと推察しますが、今

後の経営改善策についてお考えをお伺いいたします。 
 ２、まちづくりについて、①、あかびらスクラム

プランの進捗状況についてお伺いをいたします。平

成19年６月と平成20年、ことしの３月にも質問をさ

せていただきました。財政再建という大きな課題を

抱えている状況下で気持ちはどうしても財政問題に

偏りがちになってしまいますが、もう一つの大きな

柱でありますまちづくり再生については前向きな取

り組みが求められ、停滞してはなりません。平成18

年２月に市民の声を反映したあかびらスクラムプラ

ンができ、今後まちづくりの提案がなされました。

推移を継続的に見定める必要があると思い、今回も

取り上げることといたしました。地域の活力をはぐ

くむ16項目の施策、市民の暮らしを支える14の項目、

事業として立ち上がったもの、高いハードルを越え

ていかなければならないものなどそれぞれ検討をす

べきことが多いように思いますが、全体として一つ

一つ着実に実行されているようにも思えます。そこ

で、総体的で結構でありますので、まちづくり再生

の取り組みについて進捗状況をお知らせいただきた

いと思います。また、その中でもとりわけ移住定住

促進についてなかなか政策的に見えてこないわけで

ありますが、何か原因があるのか現状をお伺いした

いと思います。 
 ②、空知産炭地域総合発展基金の今後の活用につ

いてであります。内容につきましては、コープさっ

ぽろ進出に関連し、周辺の環境整備についてお伺い

をいたします。11月11日の国道バイパスの開通が予

定されておりますが、このことは中心市街地への交

通アクセスに大きな変化をもたらし、基本的に商業

者にとって決してよい影響を与えるものではないと

思っております。こういった中でコープさっぽろの

旧赤平小学校跡地への出店は、業種によっては大き

な影響を受ける商店もあろうかと思いますが、総論

として疲弊し続ける市街地の活性化についてしっか

りと見きわめていく必要があるものと考えています。

交通拠点としての駅前整備、旧赤平小学校跡地への

大型商業施設の進出というように、その周辺に位置

する市街地、商店街はそれに対応したソフト、ハー

ドの両面において変化が求められていると思います。

その中でもとりわけ行政のかかわりについては、近

くには中学校、病院などの公共施設があることから

交通安全対策、防犯、防災対策などを講じていかな

ければなりません。また、周辺地域の居住環境にも

変化をもたらし、それに対応できるような整備が必

要になってくるのではないかと思います。整備の必

要性や他の事業との兼ね合いなどを考慮し、この空

知産炭地域総合発展基金の活用を視野に入れながら、

必要と思われるものを次年度に向けて検討していた

だきたいと思いますが、お考えをお伺いいたします。

また、新基金については平成19年度新産業創造等事

業として対象経費約６億7,000万円、助成申請額は

約２億1,000万円となり、結果９件１億9,870万円が

認められることとなり、産業振興はもとより地域経

済の発展にもさまざまな効果をもたらしている、期

待ができるものとしております。そこで、今年度の

申請状況についてはどうなのか。また、赤平市には

この事業にかなう技術力の高い企業が多くございま

す。今後の動向について把握していれば、伺ってお

きたいと思います。 
 ３番目の赤平花卉園芸振興公社の解散と民間移譲

についてであります。平成19年度花卉公社の決算が

報告されました。売上高１億4,477万円、製造原価、

一般管理費などを差し引きますと、営業損失約4,00

0万円、営業外の損益を加えますと、当期純損失、

つまり赤字額は棚卸減耗損、つまり製品にならない

苗をすべて処分をしてしまったということで、その

額は約5,200万円、このことが大きく影響し、今期

は約１億円の赤字となりました。昨年12月補正予算

において、運転資金不足の追加支援が提案されまし

た。資金ショートにより19年度中に公社を閉鎖する

と、市の貸付金の不納欠損が生じ、昨年成立の地方
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財政健全化法の以前の法律で赤字再建団体に転落し

てしまうということから、市の存続にかかわるもの

として貸付金並びに損失補償の増額を議会として苦

渋の選択をし、議決いたしました。平成19年度を乗

り切り、20年度の早い時期での閉鎖が決まりました。

今年度から適用の財政健全化法により公社に対する

５億2,500万円に及ぶ市の貸付金は財政再生団体に

陥る大きな要因として取り上げられ、花卉公社の財

務状況の改善がクローズアップされることになった

わけですが、昨今の経営状況は、前にも述べました

が、売上高の低迷と営業経費や一般管理費の捻出が

できない最悪の状態が続いていたことから、資金シ

ョートが恒常化しており、継続は困難なものとなっ

ておりました。第三セクターが抱える根本的な問題

点の解決が見られず、経営改善の見込みがないとの

判断がなされました。平成６年操業以来14年間紆余

曲折の歴史に幕を閉じようとしています。早期閉鎖

が望まれておりましたが、さまざまな解決すべき問

題を抱えていることから先延ばしになってしまい、

結果、市民に対して多大な負担をかけてしまった。

市民の声は、決断が遅過ぎるということであります。

この点について市民にどう説明していくのか見解を

お伺いしたいと思います。また、民間譲渡について

でありますが、報告にありましたように８月下旬に

相手方、ホーマック株式会社と花卉公社との間で基

本合意書が締結されました。その内容の中で特に公

社の従業員全員の雇用が約束され、ほっとしている

ところであります。今後清算業務が開始され、資産

譲渡について協議されることと思います。今まで市

民の心配事の一つでもありました12月の花卉公社清

算業務終了まで頑張ってもらいたいと思っておりま

す。市の貸付金５億2,500万円の処理、資産譲渡額

の算定など市民に対してきちんと説明のできる、市

民が納得のできる民間譲渡であってほしいと思いま

すので、今後についてお考えをお伺いいたします。 
 ④の第５次赤平市長期総合計画策定の進捗状況に

ついてであります。昨年の６月の議会でもこの計画

について取り上げ、質問させていただきました。あ

れから約１年３カ月を経過いたしましたので、進捗

状況についてお伺いをいたします。平成10年、市民

の英知と情熱をもって第４次赤平市長期総合計画が

策定され、平成19年度で計画期間が終了することに

より第５次の計画策定が求められてきました。赤平

市の未来の姿、方向性を決める大切なものでありま

すが、取り巻く社会情勢の変化や赤平市の財政事情

などにより喫緊の対応としてスクラムプランや財政

健全化計画改訂版に沿った行政運営が行われている

のが現状であります。この第５次長期総合計画につ

いては、平成19年度と20年度の２カ年をかけて作業

を行っていくという答弁でありました。今年度も既

に約半分経過をいたしますが、どの程度進んでいる

のかお伺いをいたします。また、重要な計画である

ことから、市民参加の中で徹底した議論を行ってい

く、加えて作業の段階で市民の意見を求めていく、

パブリックコメントの手法を取り入れていく、この

ようなお考えでありました。タイムリミットも迫っ

てまいりましたが、今後の作業スケジュールについ

てあわせてお伺いをいたします。 
 最後に、⑤のあかびら火まつりの今後についてで

あります。37回という長い歴史を刻んできた火まつ

り、転換期が訪れました。ご承知のように旧赤平小

学校グラウンドでのおまつり広場の開催は、跡地売

却により最後となりました。市の財政事情により実

行委員会への補助金はゼロ。そのことで多くのボラ

ンティアの人たちの協力が得られたなど例年とは若

干異なる市民の思いによって開催され、かかわる人

たちに充実した気持ちと変わらねばというような変

化を求める声も聞かれたことしの祭りでありました。

お祭りの継続は、全市民の願いであります。来年度

は、高いハードルを越えての開催であろうかと思い

ます。お祭りのメーン会場の選定や火文字点火、お

まつり広場などの運営費の確保、スタッフの高齢化

など次回に向けて課題が山積しています。十分な準

備期間がとれるよう早急に対応していくことが求め

られているのではないでしょうか。ことしを大きな

節目ととらえ、この節目を十分に生かしながら、こ
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れまで以上の感動を与えられる火まつりにしなくて

はなりません。お考えをお伺いいたします。 
 １回目終わります。 
〇議長（鎌田恒彰君） 伊藤企画財政課長。 
〇企画財政課長（伊藤寿雄君） 大綱１、財政健全

化に向けて、①、平成20年度予算の執行状況につい

てお答えさせていただきます。 
 まず初めに、平成19年度の決算に基づく財政４指

標につきましてのご質問がございましたが、地方公

共団体の財政の健全化に関する法律、これに基づい

て、当議会への報告前ということでございますので、

現段階におきましては決算はあるものの、見込みと

いうことで報告させていただきたいと思います。ま

ず、実質赤字比率につきましては、普通会計に相当

する会計におきまして、繰り上げ充用額等が発生し

ていない状況から比率は出てまいりません。次に、

連結実質赤字比率につきましては、国民健康保険特

別会計の累積赤字、さらに水道事業会計及び病院事

業会計の不良債務額、こうしたものが影響いたしま

して68.76％、これの数字につきましては財政再生

基準を上回っているという状況であります。次に、

実質公債費比率につきましては27.5％となりまして、

早期健全化基準に位置することになってまいります。

最後に、将来負担比率につきましては318.6％とい

うことで健全化の状態にあるということではありま

すが、全国的にも高い比率に位置するということが

予想されてまいります。 
 平成20年度の予算につきまして、本年３月に策定

いたしました赤平市財政健全化計画改訂版に基づき、

編成をし、基本的にはこれを計画どおり着実に執行

していくことが再生団体回避の道筋であると考えて

おりますが、既に本年度に入りまして、本計画では

予定していなかった収入での大きなプラス要素とい

たしまして、旧赤平小学校跡地を約１億1,000万円

で生活協同組合コープさっぽろの子会社に売却をい

たしております。また、今定例会における補正予算

提案の中では、計画外の主なものといたしまして、

普通交付税確定によります約2,500万円が減額とな

り、老人保健特別会計の前年度医療給付費等の確定

によりまして、支払基金や道への返還金が生じたこ

とから、本年度の財源不足分として約2,000万円の

追加繰り出しを計上し、一方では一般会計に対する

返還金約5,000万円を計上したところでありますが、

このたびの補正予算提案の中といたしましては約50

0万円のプラス要素となってまいります。なお、今

後における計画外の要素といたしましては、公立病

院改革プランが承認された前提でのお話ではありま

すが、公立病院特例債の発行予定額として前年度に

行った市立病院に対します不良債務の解消額１億5,

000万円が発行額として加算できる見込みでありま

す。 
 以上申し上げた内容によって、現段階におきます

連結実質赤字比率は約27％となり、財政再生基準の

40％までには約６億円の差が生じるという見込みで

ございます。さらに、今後の比率に対する影響とし

て考えられますのは、プラス要素としては花卉園芸

振興公社が民間譲渡の基本合意書を締結され、現在

譲渡契約の手続に向けて詰めの作業が行われている

ところでありまして、これも売却による市貸付金の

一部償還が見込まれ、一方マイナス要素といたしま

して、原油価格高騰による燃料費や製品価格の引き

上げ、冬季の降雪量の状況、そして最大の課題であ

ります病院収益の確保など決して予断を許す状況に

はなく、引き続き緊張感を持って予算の執行に努め

てまいりたいと考えております。 
 また、ご質問の中の電算システム関係についてで

ありますが、当市におきましては強固なセキュリテ

ィー確保の上、インターネットに接続する情報系ネ

ットワークシステムと住民基本台帳システムを中心

として構成されている総合システムを統合し、さら

にこれまで独立して保守管理しておりました税の申

告システム、児童手当システム、公営住宅管理シス

テムなどを統合するよう進め、パソコンの効率的な

配置や保守費用などの軽減を図ってきており、また

プリンターにつきましてもＬＡＮによるコピー機と

の接続によるネットワークプリンターとし、個別の
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プリンターを減らすことにより修繕料やトナー代な

どの経費節減につなげてきているところであります。

今後につきましてもシステムの耐用年数を考慮しな

がら、システムの統一はもちろん外部サーバーの導

入等を含め、効率的に運用が図れるよう検討してま

いらなければならないと考えておりますので、ご理

解賜りますようお願い申し上げます。 
〇議長（鎌田恒彰君） 斉藤病院事務長。 
〇市立赤平総合病院事務長（斉藤幸英君） ②、市

立赤平総合病院の財務改善の取り組みについてお答

えいたします。 
 本年１月に設置しましたこれからの市立赤平総合

病院のあり方を考える検討会議において、市立病院

が収支バランスのとれた経営をどのように行ってい

くのかを検討を重ね、その意見をもとにこれからの

市立赤平総合病院のあり方指針案2008を作成したと

ころであります。その指針案に基づき、外来診療の

縮小、透析センターのオープンによる患者の確保、

病床を一般120、療養60床の180床体制として運営を

しているところであります。病床は一般、療養合わ

せて稼働率80％以上、透析医療についても施設の新

築、透析機器の増設、臨床工学技士を採用し、スタ

ッフを充実させ、患者送迎を含め、診療の充実を図

り、収益の確保に努めているところであります。ま

た、支出につきましても給与費の削減、委託業務の

廃止及び見直しによる経費の削減を行っており、当

初見込み以上の効果が出ているところでもあります。

さらには、未収金対策の強化により新たな未収金の

発生を抑止する取り組みに力を注いでいるところで

もあります。所管の委員会におきましても随時報告

をさせていただいているとおり、医師の退職、診療

報酬のマイナス改定等により収入は年度目標を下回

っていますが、支出が見込み以上に減少しているこ

とから、現時点では年間目標を若干上回る収支改善

状況となっております。しかしながら、経営健全化

を行っていくためには収益の安定的確保は必須であ

り、そのためには医師の確保が最重要課題と認識し、

院内に設置した医師、看護師確保対策委員会を中心

に市と連携を図ってのＰＲ活動や民間リクルート機

関の活用などで一名でも多くの医師が確保できるよ

う努力を続けてまいります。市と一体となり、収支

の改善を進めておりますが、赤平市が財政再生団体

に陥ることなく、健全な団体となれるかどうかは、

病院事業においていかに健全経営が行われるかにか

かっていることから、職員一丸となり、なお一層の

経営努力をしていかなければならないと認識をして

おります。今後さらなる努力を続け、収支目標達成

を目指してまいりますので、ご理解を賜りたいと存

じます。 
 以上です。 
〇議長（鎌田恒彰君） 伊藤企画財政課長。 
〇企画財政課長（伊藤寿雄君） 大綱２、まちづく

りについて、①、あかびらスクラムプランの進捗状

況についてお答えさせていただきます。 
 平成18年２月に策定いたしましたあかびらスクラ

ムプランは、約９カ月間に及ぶ市民会議での議論を

重ね、財政再建とまちづくり再生の両プランを複合

した大変貴重なプランであります。財政再建プラン

につきましては、空知産炭地域総合発展基金問題や

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の制定に

伴い、一部見直しを加えながら行財政改革に取り組

んでいるところであり、まちづくり再生プランにつ

きましては市民、企業、行政の役割を明確にしつつ、

協働のまちづくりを推進するため「みんなではぐく

む生き活きあかびら」をテーマとした30項目の施策

の実現に向け、現在努力をさせていただいていると

ころであります。議員ご質問のまちづくりプランの

進捗状況についてのご質問でございますが、本年３

月の市議会定例会の中でもお答えさせていただいて

おりますので、簡潔にご説明させていただきたいと

思いますが、プランの大綱の１つ目であります地域

の活力を育むの中の施策は16項目となっておりまし

て、現在炭鉱遺産活用、赤平駅前広場整備事業、食

ブランド開発、さくらロード、移住定住促進、民間

活用型キャリア教育、まちづくり活動推進事業、情

報共有、まちなか里親制度、まちづくり電子通信、
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町内会連携の以上11項目につきましては既に進んで

いる状況であります。また、２つ目の大綱でありま

す市民の暮らしを支えるの中の施策は14項目となっ

ておりまして、これにつきましても現在緊急事故や

災害に対する防災体制の強化、住宅情報、ファミリ

ーサポート、健康づくり推進、特別保育事業の充実、

学校統合、市立赤平総合病院のあり方を方向づける、

独居高齢者サポートの以上８項目につきましても既

に進んでいる状況でありまして、全体といたしまし

ては30項目中19項目が実践あるいは何らかの形で動

き始めている状況であります。 
 特に今ご説明申し上げました中で本年度は赤平駅

前広場整備事業が11月完成予定でありまして、さく

らロードにつきましては株式会社ニトリ様の応援基

金を活用させていただき、５月25日に市民、団体、

議会、そして市職員約100名のご参加をいただき、

エルム高原のアクセス道路となる市道基線にエゾヤ

マザクラ185本を植樹、市立赤平総合病院のあり方

を方向づけるとしては昨年12月にこれからの市立赤

平総合病院のあり方を考える検討会議を設置し、こ

れまでは病院の規模等について協議をさせていただ

き、現在は地域医療のあり方、広域地域連携等につ

いて引き続き協議をいただいているところであり、

また独居高齢者サポートにつきましてはひとり暮ら

しで日常生活に不安を抱えている高齢者に地域の見

守りサポーターによる安否の確認や相談事などを聞

いていただき、日常生活での不安解消を図るためサ

ポート体制を構築するよう進めておりますが、独居

高齢者、家族、地域、赤歌警察署や消防等の関係機

関、そして行政のかかわり方などを、個人情報保護

法を踏まえた上でさまざまな諸問題を解決してまい

らなければなりません。10月以降見守りを希望され

る独居高齢者の方と既に地域で活動している世話役

さんの把握、新たにサポーターとして高齢者を支援

する側に立っていただける方を募り、緊急時、災害

時の対応などにも生かせる台帳を作成する作業に入

ってまいりたいと考えております。また、移住定住

促進についてでありますが、団塊の世代が定年を迎

えたことや首都圏等から北海道への移住に関心を寄

せられる方がふえている状況からあかびらスクラム

プランの施策として位置づけられ、平成18年３月27

日に早速当時の関係職員12名によりまして、赤平市

移住定住促進グループを立ち上げ、約４カ月間にわ

たる協議の上、赤平市移住定住促進計画を策定した

ところでありますが、同年から財政問題が問いただ

される中、本計画には予算を伴う内容も盛り込まれ

ておりましたことから、いまだ実施できていないと

いうのが現実のところであります。そうした意味で

は、一日も早く財政健全化を確実なものとして計画

の実行に当たるとともに、引き続き既に選定を受け

ております北海道の北の大地への移住促進事業及び

道内市町村をパートナーとして取り組む北海道移住

促進協議会にも加入しておりますので、関係機関と

十分連携を図ってまいりたいと考えております。こ

のように今まで申し上げたとおりあかびらスクラム

プランは市民や団体等の皆様のご協力をいただき、

着実に推進している状況でありますが、計画期間終

了は平成22年度までとなっており、残された施策に

つきましても限られた時間の中で施策実現に向け、

精力的に取り組んでまいりたいと思います。また、

今後新たな赤平市長期総合計画と期間が重複するこ

ともありますので、これらとも十分整合性を図りな

がら進めてまいりたいと考えておりますので、ご理

解賜りますようお願い申し上げます。 
 次に、②、空知産炭地域総合発展基金の今後の活

用についてお答えさせていただきます。空知産炭地

域総合発展基金の運用に関しましては、いわゆる行

政が行う公共事業に対する助成の基盤整備事業と企

業に対する助成の新産業創造等事業の２つの事業が

あり、社団法人北海道産炭地域振興センターが定め

る規程及び要領等に基づき、実施されているもので

あります。初めに、空知産炭地域基盤整備事業につ

いてお答えさせていただきます。基盤整備事業につ

きましては、空知産炭地域５市１町における産炭地

域の振興上必要な事業に対し、基金を助成すること

により当該地域の発展と地域経済の振興に寄与する
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ことを目的に行われているものであります。助成額

は対象経費の４分の３以内と定められており、活用

期間は平成23年12月までの時限の規定がございます。

当市といたしましては、平成19年度に住環境整備事

業、道路整備事業、観光施設整備事業、教育環境整

備事業、医療施設整備事業の総額４億3,009万9,000

円の事業費に対し、２億2,900万円の助成を受けて

おり、平成20年度につきましても１次申請の中で公

営住宅の除却、水洗化、福住平岸線の道路整備、駅

前広場整備、市道基線植栽、給食センター改修の総

額１億1,607万5,000円の事業費に対し、5,660万円

の助成の承認をいただいております。また、本年度

の２次申請といたしましては、総合体育館改修事業、

医師等住宅改修として総額9,889万2,000円の事業費

に対し、7,400万円の助成を既に申請済みであり、

９月30日に民間を含めた事業審査会が予定されてい

るところであります。以上、本年度の予定を含みま

す助成額の総額は３億5,960万円となっております。

議員のご質問にございました生協関連の部分であり

ますけれども、市道学園通りを含む周辺環境のあり

方につきましては十分協議をさせていただき、仮に

ハード的事業が必要となる場合は当基金の活用も十

分可能であると思いますが、今後の基金の活用予定

につきましては、小中学校校舎の耐震改修が実施で

きていない状況などもあり、緊急的要素を考慮しな

がら、限られた期間の中で何を優先すべきか財政状

況を見きわめながら判断し、引き続き有効活用を図

ってまいりたいと考えております。次に、新産業創

造等事業につきましては、同じく空知産炭地域５市

１町における新産業創造等に資する事業に対し、当

基金を助成することにより地域経済の広域的、内発

的、自律的発展に資することを目的に行われている

ところであります。当市におきましては、平成19年

８月に要綱を定め、運用を図っており、平成19年度

には８企業に対し、１億4,630万円を助成し、平成2

0年度の１次申請では２企業に対し、8,870万円の承

認をいただいているところであります。また、本年

度の２次申請につきましては既に２企業３億円の助

成を申請済みであり、基盤整備事業同様に９月30日

に事業審査会が予定されております。以上、本年度

の予定を含みます助成額の総額は５億3,500万円と

なっております。今後におきましても限られた基金

原資の中で経済振興策の有効的資源、財源として効

果的な運用に努めてまいりたいと考えておりますの

で、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 
〇議長（鎌田恒彰君） 菊島産業課長。 
〇産業課長（菊島美時君） 大綱２、まちづくりに

ついて、③、赤平花卉園芸振興公社の解散と民間譲

渡についてお答えいたします。 
 当市といたしましては、花のまち赤平の地域振興

のためこれまで花卉公社に対し、財政支援をしてま

いりましたが、この間の多大なるご理解とご協力に

対し、感謝申し上げますとともに、また何とかコチ

ョウランを赤平に残すため花卉公社と市と連携いた

しまして、民間参入に向け、最大限努力してきたと

ころであり、このたびの結果については市民並びに

議員各位の多大なるご理解とご協力のたまものと感

謝しているところでございます。こうしたことから

も少しでも当市にとりまして、財政への軽減が図れ

るよう現在鋭意努力しているところでございますし、

正式に譲渡金額が決まった段階でご説明させていた

だきますので、ご理解賜りますようお願い申す次第

でございます。 
 以上です。 
〇議長（鎌田恒彰君） 高尾市長。 
〇市長（高尾弘明君） 花卉公社につきまして、ご

質問の中で市の基本的な姿勢についてのご指摘ござ

いましたので、若干補足をさせていただきたいと思

います。 
 決断が遅過ぎるというご指摘でございますが、そ

の件につきましては率直にご指摘どおり受けとめさ

せていただきたいと思います。ただ、ご承知のよう

に現在の第三セクターという形でやるということは、

特に最近油の高騰もございますが、市の財政が急激

に、急激に窮迫いたしまして、第三セクターという

形では困難であるというのは私どもは結構早い時期
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から考えておりまして、内々民間移譲の道を探って

まいりました。そこで、仮に民間が決まらないで撤

退をするということになりますと、貸付金がそっく

り不納欠損になってしまう。昨年12月の議会で相当

苦悩されたと思います。苦渋の決断とおっしゃって

いただきましたが、そのとおりだと思います。あれ

がないとすれば５億500万、１億2,000万追加ですか

ら、そっくりあそこで撤退すれば不納欠損と。民間

でいう債務が少し削られるとか、そういうことあり

ませんので、損失補償を含めて５億500万そっくり

不納欠損であるということでございまして、そうし

た意味では大変ご苦労いただきましたが、結果オー

ライということではございませんが、何とか粘って

民間にお引き合いをいただいたということが、恐ら

く数値はまだ申し上げる段階ではございませんが、

一部貸付金として償還をされるという見込みになっ

てまいりました。だから、いいというわけではござ

いませんが、あくまでも私どもとしてはこれまで蓄

積したあの花卉公社の技術を残したい、雇用継続を

したい、そして一部でも貸付金はやはり軽減をした

いと、こういう思いでの民間移譲でありまして、指

摘は指摘として率直に受けとめさせていただきます

が、そういう私ども悩みながらやってきたというこ

とをぜひご理解をいただきたいと思います。まだ作

業を進めている段階ですので、譲渡金額が確定し、

そして一定程度清算業務が済みましたら、その時期

には改めてご説明させていただきたいと思いますの

で、もうちょっと時間を置かせていただきたいと思

います。よろしくお願いいたします。 
〇議長（鎌田恒彰君） 伊藤企画財政課長。 
〇企画財政課長（伊藤寿雄君） ④、第５次赤平市

長期総合計画策定の進捗状況についてお答えさせて

いただきます。 
 本来であれば、第４次赤平市長期総合計画は平成

10年度から平成19年度までの経過期間となっており

まして、既に平成20年度から新たな総合計画が策定

されていなければなりませんが、ご承知のとおり平

成18年度には空知産炭地域総合発展基金問題、これ

が発生し、平成19年度には地方公共団体の財政の健

全化に関する法律、この成立、当市の財政状況は全

国ワーストツーとも報道されまして、赤平市が財政

再生団体になるのか市民が不安を抱える状況の中で

将来のまちづくりを議論する時期にはなく、まちの

台所である財政問題を最優先に解決すべきであると

の判断に至り、当面市民と議論を重ね、策定してき

たあかびらスクラムプランを基本としつつ、これま

での総合計画を継承する形で進めさせていただいて

おりました。本年３月に入りまして、赤平市財政健

全化計画改訂版を策定したことによりまして、いま

だ予断を許す状況にはないものの、財政再建に向け

た一定の道筋をつけることができましたことから、

新総合計画の策定作業の準備を進めているところで

あります。 
 ご質問のございました進捗状況についてでありま

すが、現在計画の基本となります骨子案、スケジュ

ール、そして策定に向けた市民会議、行政体制を含

みます組織体制が間もなくまとまる予定でございま

して、市民会議につきましては10月に広報あかびら、

市ホームページを活用して委員を公募させていただ

き、さらに市民アンケートも実施する予定で進めて

おります。また、今回の策定に当たりましては、赤

平市は協働のまちづくりを進めている状況を踏まえ、

より多くの市民の皆様からご意見をちょうだいした

いとの思いから、住民説明会の開催は当然のことで

ありますが、さらに計画案の段階で内容を公表させ

ていただき、寄せられた意見がどう反映され、逆に

なぜ反映できなかったのか、この理由についても公

表する、いわゆるパブリックコメントを実施してま

いりたいと考えているところであります。なお、こ

れまでの総合計画策定に至るまでの過程といたしま

してはおよそ２年間を要している状況でありますが、

既に第４次の総合計画期間も本来終了していること

もありまして、平成21年６月議会に計画内容をご提

案申し上げれるよう努力してまいりたいと思います

ので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 
〇議長（鎌田恒彰君） 菊島産業課長。 



- 103 - 
 

〇産業課長（菊島美時君） 大綱２、まちづくりに

ついて、⑤、あかびら火まつりの今後についてお答

えいたします。 
 ことしのあかびら火まつりにつきましては、財源

措置が最大の課題でございましたが、ご承知のよう

に商工会議所、観光協会、北海道から多大な財政的

支援をいただきました。また、青年会議所が中心と

なり、火まつり存続を訴える自主製作映画も撮影さ

れたことによって、マスコミなども大きく取り上げ

ていただいたこと、そして火まつりの内容において

も火文字点火はもとより赤平出身の方のご厚意によ

り札幌吉本のお笑いライブ、そしてよさこいソーラ

ンにおいては地元のチームのみならず、本祭の上位

チームが初めてパレードを行ったことなど例年にな

い盛り上がりを見せた火まつりであったと考えてお

ります。そして、火まつりを存続させたい熱い市民

の思いが結集されたものとも思われ、事務局といた

しましては大変感謝している次第でございます。 
 さて、来年以降の赤平の火まつりのあり方につい

てですが、当然会場も変わることから、さまざまな

状況の変化も予想され、内容など見直しが必要にな

ってくると思われます。しかしながら、こうした状

況においても当然火文字の伝統は守っていかなけれ

ばなりませんし、いかにして市民の皆さんに楽しん

で、そして誇りを持ってもらう火まつりにしていく

か、場所も含めて早急な検討が必要であると思って

おります。一方で、今回のような財政支援はことし

限りと認識しておりますことから、火まつりを継続

するための資金面については、火まつりを今後とも

次世代の子供たちに引き継ぐためには実質的に運営

資金を確保しなければならないと考えているところ

でございます。こうしたことからも財源確保と会場

につきましては、火まつり検討委員会を中心に関係

団体と協議検討してまいりたいと考えておりますの

で、ご理解賜りますようお願い申し上げます。 
 以上です。 
〇議長（鎌田恒彰君） 獅畑輝明君。 
〇９番（獅畑輝明君） 〔登壇〕 先ほどの質問の

中の経費削減の取り組みとしてのパソコンの関係の

部分なのですが、赤平市としてもパソコンの導入を

する、あるいはネットワークの構築という部分で行

政業務に使用するシステムの構築だとか、庁内ＬＡ

Ｎの整備、長年にわたって多くのお金と労力を費や

してきました。業務の省力化や効率化などが図られ

てまいりましたが、ハードの面でもパソコンを全職

員に１台ずつ配置するなど多くの費用がかかってま

いりました。現在何の支障もなく、仕事ができるよ

うになっておりますが、しかしこのことでおさまる

わけではなく、このことからまた初めて新たな負担

が生じるということを私は意味しているのでないか

と思います。つまりばらばらの年度にそろえたパソ

コンの間では、互換性がなくなったりすることもあ

ります。また、ハードやシステムの保守業者も複数

にわたり、ふぐあいや非効率なことも生じてまいり

ます。また、今回のように法改正のたびにシステム

の改修やシステムの開発などの必要性が求められて

まいります。そして、市民の大切な情報というのは

現状庁内に設置しているサーバーという大きなパソ

コンに大部分が保存されていると思います。厳重な

セキュリティーのもと管理をしていると思うのです

が、しかし地震、火災などの災害対策としてはここ

に置いておくことが十分なのかという疑問もあるわ

けであります。大切なデータ自体を庁内に置くので

はなくて、安全性の高い施設。現在の社会では、情

報社会の中では赤平、この地に置く必要は一切ない。

札幌でもよろしい、そして沖縄でもよろしい、アメ

リカでもよろしいというような現社会であります。

そういった面で自然災害に強い保存方法ですとか、

そういったものも考えていかなければならないと思

っております。また、外部委託によって、パソコン

の機器のレンタルといいますか、そういったものも

含めての契約だというお話も聞いたことあります。

つまり５年ごとに全パソコン、例えば150台であれ

ば150台、５年ごとに新しく変わっていくというよ

うなこともあります。システムについてもバージョ

ンアップがどんどん、どんどんされていくと、この
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ようにいい面もございますので、現状財政状況だと

か、いろんな面で検討しなくてはいけないと思いま

すが、ひとつ検討の中の一つとして受けとめていた

だければと思います。 
 それで、病院の財務の改善についてなのですが、

今年度から収支見込みについて病院事務局より毎月

社会経済常任委員会に報告をしていただいておりま

す。財務状況の経過を把握するのに大変役立ってお

ります。平成19年度の決算書の損益計算書から若干

申し上げたいと思うのですが、トータルで医業収支

比率、つまり診察をして入院する、外来で診察をす

る医業収益に対して係る経費の割合というのは20億

円に対して25億円かかっているということで80％の

数字が出ております。今年度、20年度の予算では10

4％という黒字の見込みで数字、計画を立てており

ます。７月までの報告の中では、数字として158％

近くの数値が出ているということで現状いい方向に

は向いているのでないかと思うのですが、何が起こ

るかわからないというようなことで、しっかりまた

見きわめていきたいと思っております。そして、人

件費対医業収益比率、これについても19年度の決算

は83％ということで、収入に対して83％の人件費が

かかったということであります。稼いだお金がすべ

て給料に消えていった、人件費に消えていったとい

うことのようでありますが、今年度、20年度におき

ましては60％近くまで下げようということでありま

す。この努力についても一生懸命やっていただきた

いなと。現状60を切っている状況であるということ

で、推移を見守っていきたいなと思っております。

このように医業収益、医業収支比率や人件費に対し

て分析をしていきますと、病院の内情を勘案すると、

相当の決意で改善していかなければ、平成20年度の

決算も平成19年度決算と同じような結果になる可能

性も含んでいると思っています。抱えている病院の

諸課題について解決策、決して外に求めるのではな

く、答えは常に現場にあるのでないかと思っていま

す。もう一度ぐるっと見回してみてください。何か

が見えるかもしれません。以上、改善の取り組みに

ついて期待をしておりますので、頑張っていただき

たい。要望で終わりたいと思います。 
 また、火まつりについてなのですが、火まつり自

体が伝統文化を守っていくものなのか、あるいは以

前にもありましたように単なるイベントとしてとら

まえるのか、祭りの基本的なあり方について十分準

備期間もあるという中で議論を深める必要があるの

でないかと思っております。あかびら火まつりとい

うお祭りが一本筋の通ったイベント、祭りであって

ほしいと思いますし、そうであれば市民がこぞって

守ろうという意識が生まれてくるのでないかと思い

ます。この辺をぶれないで、あやふやにしないため

にも十分議論を重ねて、火まつりを一緒に守り続け

ていきたいと思っております。以上、要望を含めて、

質問を終わりたいと思います。 
 以上です。 
〇議長（鎌田恒彰君） 以上をもって一般質問を終

了いたします。 
                       
〇議長（鎌田恒彰君） お諮りいたします。 
 委員会審査のため、あす11日から18日まで８日間

休会いたしたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 
（「異議なし」と言う者あり） 

〇議長（鎌田恒彰君） ご異議なしと認めます。 
 よって、あす11日から18日までの８日間休会する

ことに決しました。 
                       
〇議長（鎌田恒彰君） この際、ご報告いたします。 
 さきに設置されました決算審査特別委員会の正副

委員長が決定いたしました。 
 委員長に獅畑輝明君、副委員長に北市勲君が選任

されましたので、ご報告いたします。 
                       
〇議長（鎌田恒彰君） 以上をもって、本日の日程

は全部終了いたしました。 
 本日はこれをもって散会いたします。 

（午後 ２時２１分 散 会） 
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